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本報告書の見方Ⅰ

本調査の結果及び対策は、鹿児島県教育委員会が令和２年１月に実施した鹿児島学習定着度調査に

おける鹿児島市に関係するものです。

ついては、各学校において、本冊子を活用し、本市全体の状況を把握するとともに、全市的な傾向との

比較・分析などを通して自校の課題を明確にし、今後の個に応じたきめ細かな指導や問題解決的な学習

活動など、教員の指導方法の工夫や児童生徒の学習状況の改善を図ってください。

【調査内容に関する表記について】

本調査では、学力調査と学習状況調査が行われています。学力調査は、次の二つの内容で出題さ

れています。

① 主として「基礎・基本」に関する問題・・・本書では 「基礎・基本」と示しています。、

② 主として「思考・表現」に関する問題・・・本書では 「思考・表現」と示しています。、

②の問題は、次の内容を問うものであり、本書では各教科ごとに「思考・表現１」などと番号を

用いて示しています。

教科名 主として「思考・表現」に関する問題の内容番号

１ 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用して課題解決する問題

２ 身近な資料を用いて、表現の仕方や文章の特徴を捉え、自分の表現に役立

国 語 てることができるようにする問題

３ 複数の情報を関連付け、それを基に自分の考えを論理的に書くことができ

るようにする問題

１ 社会的事象の特徴や背景・原因等について、自分の考えを筋道立てて説明

する問題

２ 提示された資料を関連付けたり、比較したりして読み取ったことを基に、
社 会

社会的事象について説明する問題

３ 歴史的事象の相互の関係を判断したり、社会的事象について正しく説明し

ているものを判断したりする問題（選択肢による出題）

１ 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用して課題解決する問題

２ 示された課題解決の過程を、新たな課題に活用して解決する問題
算数・数学

３ 課題解決の方法や判断の根拠などを言葉や数、式、図、表、グラフなどを

用いて、筋道立てて説明する問題

１ 観察、実験の結果（事実・データ）から結論を考察する問題

理 科 ２ 原理、法則を他の身近な現象に当てはめて説明する問題

３ 視覚的に実感しにくい現象をモデルで説明する問題

１ 「聞くこと 「話すこと」においては、聞き取った英語を基に、英文を」、

完成させたり、英語の質問文に英語で答えたりする問題

２ 「読むこと」においては、文と文のつながりや段落と段落の関係、内容に
英 語

合う英文選択などを問う問題

３ 「書くこと」においては、対話やまとまりのある文章における流れや文と

文のつながりに留意し、適切な英文を書く問題
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『学びの羅針盤』（県教育委員会、Ｈ３１） 

 

 組織で取り組む学力向上のサイクル  
主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を進めるためには，学力向上を目指した授業づく

りや校内研修の充実を図り，教師が学年や教科を超えて組織的に学力向上のサイクルを意識して取り

組むことが大切です。 

それぞれの時期に応じて学校全体で行う学力向上の取組を参考例として示します。自校の実態に合

わせた「本校の学力向上のサイクル」を作成してみましょう。 

   
【学校全体で取り組む学力向上のサイクル（例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度当初の共通確認（4月） 

○ 学校教育目標，目指す児童生徒像は 

○ 育成したい資質・能力は 

【前年度の課題の振り返り→今年度の取組】 

全国学力・学習状況調査（４月） 

○ 児童生徒の実態は 

○ 共有したい課題は 

 ・ 誤答分析 

○ 授業実践・指導法の振り返りは 

 ・ 成果のある指導法 

 ・ 課題克服の方策 等 

全国学力・学習状況調査の 
結果分析（７～８月） 

○ 児童生徒の実態は 

○ 年度内で定着を図るためには 

○ 実態に基づいた指導の充実のためには 

鹿児島学習定着度調査の 
結果分析（１～２月） 

次年度の 
教育課程編成 

○ 共通実践事項の見直しと

確認 

○ 学習指導要領の再確認 

○ 重点指導事項の確認と指

導計画への追記 

夏季休業中の 
学習課題の検討 

冬季休業中の 
学習課題の検討 

○ 児童生徒の学びは 

○ 今後の授業改善の視点は 

研究授業Ⅰ 

○ 児童生徒の現状は 

○ 調査問題で問われてい 

る力は 

○ 学校と家庭・地域が一 

緒に取り組めることは 

学級・学年ＰＴＡ（通年） 

【授業研究の視点（例）】 
○ 「共通実践事項」の実践状況について 

○ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた 

授業改善について 

 

【授業研究の方法（例）】 
ワークショップ型の授業検討会 

１ 参観の視点に基づいたグループ協議 

２  授業の分析 

３ 改善策の検討，策定 

 
【授業研究の流れ（例）】 
○ 児童生徒の学びの見取り 
 ・ 学びが深まった場面は 
 ・ 学びが停滞した場面は 等 
○ 教師の手立ての有効性の検証 
 ・ どの発問が有効だったのか 
 ・ 教材提示のタイミングは適切だったのか 等 
 
 
○ 今日の授業から学べたことは何か 
○ 明日からできる授業改善は何か 
※ 児童生徒の資質・能力の育成のために，教科等を
横断して取り組むことができる授業改善の視点を
明らかにする。 

 

研究授業Ⅲ 

○ 児童生徒の学

びは 

○ 今後の授業改 

善の視点は 

研究授業Ⅱ 

鹿児島学習定着度調査（１月） 

○ 児童生徒の学

びは 

○ 今後の授業改 

善の視点は ○ 共通実践事項の実践 

○ 研究授業等から導き出した

改善策の実践 

○ 研究テーマに基づいた実践 

※ 学年部・教科部等での確認 

日々の授業実践（通年） 

○ 校内研究テーマ，個人テーマは 

○ 共通実践事項は 

○ 単元の構想は 

職員研修（通年） 
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調査結果の概要Ⅱ

１ 調査の概要
(1) 趣 旨

ア 基礎的・基本的な知識・技能及び思考力・判断力・表現力等に関する学力状況及び児童

生徒の学習に関する意識や学び方などの学習状況の把握
イ 市全体の状況把握、個に応じたきめ細かな指導方法の工夫・改善

小学校：国語・社会・算数・理科、児童質問紙、学校質問紙(2) 内 容
中学校：国語・社会・数学・理科・英語、生徒質問紙、学校質問紙

令和２年１月１５日(水 ・１６日(木)(3) 実施日 ）
全ての市立小・中学校(4) 対 象

調 査 実 施 校 数 調査実施児童生徒数
学 校 種 学 年

鹿児島市 鹿児島県 鹿児島市 鹿児島県

小 学 校 第５学年 ７７校 ４９３校 ５,３５７人 １４,１０７人

第１学年 ３７校 ２２２校 ４,９２０人 １３,０２８人
中 学 校

第２学年 ３９校 ２１８校 ４,５３４人 １２,５５８人

２ 学力調査の結果
(1) 各教科の平均通過率

(2) 結果の概要

小学校は 「全体」において、県の目標としている７割は上回っているが、全ての教科で、

県平均通過率を下回っている。

中学校は、全ての教科で「基礎・基本 「思考・表現 「全体」のいずれもほぼ県平均」、 」、

通過率を上回っている。

市（％） 県（％） 差（市-県） 市（％） 県（％） 差（市-県） 市（％） 県（％） 差（市-県）

小５ 76.6 76.6 0.0 68.2 68.4 -0.2 73.5 73.6 -0.1
中１ 83.7 82.8 0.9 73.5 73.6 -0.1 80.2 79.6 0.6
中２ 78.6 78.1 0.5 67.9 66.4 1.5 75.3 74.5 0.8
小５ 72.8 73.6 -0.8 68.7 69.0 -0.3 71.6 72.2 -0.6
中１ 69.1 67.2 1.9 61.4 60.1 1.3 66.5 64.9 1.6
中２ 60.8 59.7 1.1 64.9 64.6 0.3 62.0 61.2 0.8
小５ 79.2 79.9 -0.7 69.9 69.7 0.2 76.2 76.7 -0.5
中１ 79.9 79.2 0.7 56.4 54.6 1.8 72.4 71.3 1.1
中２ 67.1 65.9 1.2 52.7 50.9 1.8 62.1 60.7 1.4
小５ 86.5 87.5 -1.0 69.7 70.2 -0.5 80.4 81.2 -0.8
中１ 73.0 71.5 1.5 53.0 51.3 1.7 66.4 64.8 1.6
中２ 62.5 61.6 0.9 52.5 50.7 1.8 59.2 58.0 1.2
中１ 70.7 69.6 1.1 65.4 64.1 1.3 69.0 67.9 1.1
中２ 67.4 65.2 2.2 53.7 51.6 2.1 63.2 61.0 2.2

算
数
・
数
学

理
科

英
語

学年
基礎・基本 思考・表現 全体

国
語

社
会
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Ⅲ　学力調査の結果

市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

小５ 76.6% 76.6% 0.0 68.2% 68.4% -0.2 73.5% 73.6% -0.1
中１ 83.7% 82.8% 0.9 73.5% 73.6% -0.1 80.2% 79.6% 0.6
中２ 78.6% 78.1% 0.5 67.9% 66.4% 1.5 75.3% 74.5% 0.8

　１　国語　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

　 (1)　全体

学　　年
基礎・基本 思考・表現 全　体

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ

○ 全体では、小５、中１、中２いずれも県の平均通過率とほぼ同じ、または、上回っている。
○ 「基礎・基本」の分布図は、全学年山型になっている。
○ 「思考・表現」の分布図を、「基礎・基本」と比較すると、下位層が多い。
◆ 「基礎・基本」については、平均通過率の低い問題を中心に補充指導を行い、定着を図る。「思
考・表現」については、学習指導要領にある言語活動例から、適切な活動を位置付け、振り返りを
確実に行うことで、資質・能力の定着を図る。

【小学校第５学年】

【中学校第１学年】

【中学校第２学年】
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　　 　ア　小学校第５学年

市 県

話すこと聞くこと 63.4% 62.9% 0.5
書くこと 49.9% 49.6% 0.3
読むこと 76.6% 76.6% 0.0
伝国 79.2% 79.5% -0.3  

イ　中学校第１学年

市 県

話すこと聞くこと 76.2% 75.0% 1.2
書くこと 84.6% 84.4% 0.2
読むこと 73.4% 73.1% 0.3
伝国 85.6% 84.9% 0.7
ウ　中学校第２学年

市 県

話すこと聞くこと 76.0% 74.9% 1.1
書くこと 76.2% 75.4% 0.8
読むこと 72.6% 71.0% 1.6
伝国 76.7% 76.7% 0.0

　　 　ア　小学校５年生

市 県

話す・聞く能力 63.4% 62.9% 0.5
書く能力 49.9% 49.6% 0.3
読む能力 76.6% 76.6% 0.0  

言語に関する知識理解 79.2% 79.5% -0.3

　　 　イ　中学校１年生

市 県

話す・聞く能力 76.2% 75.0% 1.2
書く能力 84.6% 84.4% 0.2
読む能力 73.4% 73.1% 0.3  

言語に関する知識理解 85.6% 84.9% 0.7

　　 　ウ　中学校２年生

市 県

話す・聞く能力 76.0% 74.9% 1.1
書く能力 76.2% 75.4% 0.8
読む能力 72.6% 71.0% 1.6  

言語に関する知識理解 76.7% 76.7% 0.0

　(2)　内容・領域別平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

84.9%

73.1%

84.4%

75.0%

85.6%

73.4%

84.6%

76.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝国に関する事項

読むこと

書くこと

話すこと・聞くこと

市 県

76.7%

71.0%

75.4%

74.9%

76.7%

72.6%

76.2%

76.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝国に関する事項

読むこと

書くこと

話すこと・聞くこと
市 県

79.5%

76.6%

49.6%

62.9%

79.2%

76.6%

49.9%

63.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝国に関する事項

読むこと

書くこと

話すこと・聞くこと

市 県

79.5%

76.6%

49.6%

62.9%

79.2%

76.6%

49.9%

63.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語に関する知識理解

読む能力

書く能力

話す・聞く能力

市 県

84.9%

73.1%

84.4%

75.0%

85.6%

73.4%

84.6%

76.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語に関する知識理解

読む能力

書く能力

話す・聞く能力

市 県

76.7%

71.0%

75.4%

74.9%

76.7%

72.6%

76.2%

76.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語に関する知識理解

読む能力

書く能力

話す・聞く能力

市 県

○ 「内容・領域別」、「観点別」の平均通過率は、ほとんどの項目で県を上回っている。
◆ 「読むこと」及び「読む能力」は、様々な文種やグラフを比較して読み、必要な情報を取捨
選択し、まとめる学習過程を設定する。

◆ 小５の「言語に関する知識理解」においては、漢字や語彙を習得させるとともに、語感や言
葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語句を使う活動に継続して取り組ませる。
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大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・
表現

話す
こと
聞く
こと

書く
こと

読む
こと

伝
国

話す
・

聞く
書く 読む 言語

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

1 ア 小３ ○ ○ ○ 94.9% 0.1% 94.1% 0.1%

2 イ 小２ ○ ○ ○ 94.2% 0.1% 93.9% 0.2%

3 ウ 小４ ○ ○ ○ 53.1% 6.7% 54.9% 6.7%

4 エ 小４ ○ ○ ○ 60.0% 4.2% 60.0% 4.4%

5 2 小３ ○ ○ ○ 78.0% 0.1% 79.4% 0.1%
　はがきを書くときのきまりを理
解しているか。

6 1 小３ ○ ○ ○ 92.3% 1.1% 92.3% 1.2%

7 2 小３ ○ ○ ○ 55.9% 2.7% 50.0% 3.0%

8 1 小４ ○ ○ ○ 89.2% 0.1% 89.7% 0.1%
　接続語の果たす役割を理解して
いるか。

9 2 小３ ○ ○ ○ 66.0% 0.2% 66.6% 0.3%
　ことわざの意味を理解している
か。

10 二 小５ ○ ○ ○ 92.1% 0.4% 92.0% 0.5%
　相手や場面に応じて，敬語を適
切に使うことができるか。

11 三 小３ ○ ○ ○ 93.1% 0.4% 93.1% 0.5%
　国語辞典の基本的な引き方を身
に付けているか。

12 四 小５ ○ ○ ○ 85.7% 0.5% 84.5% 0.6%
　文の中での語句の係り方につい
て理解しているか。

13 五 小５ ○ ○ ○ 69.6% 0.8% 70.4% 1.0%
　文章における語句と語句との関
係を理解して読むことができる
か。

14 一 小２ ○ ○ ○ 65.5% 0.1% 68.1% 0.1%
　ひとまとまりの文章を読んで，
内容の大体を捉えることができる
か。

15 二 小４ ○ ○ ○ 59.8% 0.4% 60.5% 0.4%
　目的に応じて，中心となる語や
文を捉えて段落相互の関係を考
え，文章を読むことができるか。

16 ① ○ ○ 92.3% 2.4% 91.2% 2.7%

17 ② ○ ○ 79.1% 2.5% 77.7% 2.8%

18 ③ ○ ○ 91.7% 2.5% 89.7% 2.8%

19 一 小５
思・表

３
○ ○ 78.3% 1.3% 78.9% 1.5%

　目的に応じて，関連する二つの
資料を比べて読むことができる
か。

20 ① ○ ○ 55.5% 0.3% 56.1% 0.3%

21 ② ○ ○ 70.4% 0.3% 70.8% 0.3%

22 1 小５
思・表

２
○ ○ 66.2% 3.9% 66.5% 4.0%

　表現の効果を確かめながら，引
用して書くことができるか。

23 ○ ○ 44.4% 4.1% 44.0% 4.5%

24 ○ ○ 38.0% 6.4% 39.1% 7.0%

問題数 15 9 2 4 7 11 2 4 7 11

出題
割合 62.5% 37.5% 8.3% 16.7% 29.2% 45.8% 8.3% 16.7% 29.2% 45.8%

76.6% 68.4% 1.7% 76.6% 68.2% 1.9%

(4)　小学校第５学年（国語）

出題の意図

設問 観 点 別

思・表
３

校内平均通過率

73.6% 73.5%

　話し手の意図を捉えるために，
効果的な質問をしながら聞くこと
ができるか。

県平均通過率 市平均通過率

　グラフを用いながら，事実と意
見を区別して書くことができる
か。

　学年別漢字配当表に示されてい
る漢字を文章の中で正しく読んだ
り，書いたりすることができる
か。

平均
通過率

2

3

1

三 小５

計

小５

一

思・表
３

一

内容領域別

二

問題内容別

出題
学年

思・表
１

　ア　各設問の分類と平均通過率　　※　分析の際に着目したい設問に黄色で着色している。

4

　事実と感想，意見などとの関係
をおさえ，自分の考えを明確にし
ながら読むことができるか。

二

三

小５2

　日常使われている簡単な単語に
ついてローマ字で表記されたもの
を読んだり，ローマ字で書いたり
することができるか。
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問１－一－1（小4 漢字の書き）、大問1－二－ 2（小 3ローマ字）【基礎・基本】

漢字の書き 平均通過率
市 県 差

５４.９％ ５３.１％ 1.8

ローマ字 平均通過率
市 県 差

５０.０％ ５５.９％ －5.9

(H31)ローマ字 平均通過率
市 県 差

４８.１％ ５０.９％ －2.8

（Ｒ２年問題） 指導のポイント
これまでも類似の問題が出

題されており、引き続き課題
である。
漢字については、文中での

意味を捉えさせ、繰り返し定
着を図る。
ローマ字に関しては、促音、

拗音のある表現に繰り返し取
り組ませ、定着を図る必要が

（Ｈ３１年問題） ある。

(ｲ) 大問 4－三（小５ グラフを用いながら、事実と意見を区別して書くことができる。）
【思考・表現】

①事実 平均通過率
市 県 差

４４.０％ ４４.４％ －0.4
②意見 平均通過率
市 県 差

３９.１％ ３８.０％ 1.1

指導のポイント

図やグラフ等の資料から読

み取れること（事実）を根拠

としながら、自分の考えを表

現する設問である。日常の学

習の中で、図読等を行ったり、

経験など複数の根拠を挙げさ

せたりすることで、自分の考

えを確かなものとさせる学習

活動の充実を図る。

また、問題文の意図や条件

を正確に読むことも大切にさ

せる。
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大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

話す
こと
聞く
こと

書く
こと

読む
こと

伝
国

話す
・

聞く
書く 読む 言語

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解答
率

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解答
率

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解答
率

1 1 中１ ○ ○ ○ 99.3% 0.1% 98.9% 0.1%
　中学校学習漢字（音）を読むこと
ができるか。

2 2 中１ ○ ○ ○ 98.0% 0.1% 98.2% 0.1%
　中学校学習漢字（訓）を読むこと
ができるか。

3 3
小３
小４

○ ○ ○ 87.4% 1.8% 90.3% 1.5%
　小学校学習漢字を書くことができ
るか。

4 二 小６ ○ ○ ○ 83.8% 0.1% 83.1% 0.0%
　文意や熟語の意味から正しい漢字
を判断することができるか。

5 三 小６ ○ ○ ○ 88.2% 2.0% 88.9% 2.1%
　漢字の部首名を正しく答えること
ができるか。

6 四 中１ ○ ○ ○ 73.4% 0.0% 73.6% 0.0%
　文節を理解し，適切に区切ること
ができるか。

7 五 小５ ○ ○ ○ 83.4% 0.1% 84.4% 0.1%
　文章における語句と語句との関係
を理解して読むことができるか。

8 1 中１ ○ ○ ○ 83.8% 0.2% 85.1% 0.2%
　事実と意見を読み分け，目的に応
じて要約することができるか。

9 2 小５ ○ ○ ○ 67.9% 0.2% 69.8% 0.3%
　文章の内容と図表を結び付けて捉
えることができるか。

10 一 小４ ○ ○ ○ 72.0% 0.1% 74.1% 0.2%
　慣用句の意味を理解し，生活の中
で正しく使うことができるか。

11 1 中１ ○ ○ ○ 81.4% 1.5% 81.8% 1.4%
　歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに
直すことができるか。

12 2 中１ ○ ○ ○ 98.4% 0.1% 98.7% 0.1%
　文脈に即して古語の意味を捉える
ことができるか。

13 3 中１ ○ ○ ○ 84.1% 0.1% 84.3% 0.1%
　古文の文脈を適切に捉え，動作主
を判断することができるか。

14 ① ○ ○ 57.2% 2.3% 59.3% 2.2%

15 ② ○ ○ 90.3% 2.3% 91.4% 2.2%

16 二 中１ ○ ○ ○ 77.6% 0.2% 77.9% 0.2%
　話合いやインタビューの内容か
ら，適切な見出しを判断することが
できるか。

17 一 中１ ○ ○ ○ 95.2% 0.3% 96.0% 0.3%
　登場人物の心情について，描写を
基に内容を理解することができる
か。

18 1 中１ ○ ○ ○ 67.9% 0.5% 69.4% 0.6%
　擬人法などの表現の技法について
理解しているか。

19 ○ ○ 69.5% 5.9% 68.4% 5.7%

20 ○ ○ 50.9% 6.1% 50.1% 6.1%

21 一 中１ ○ ○ ○ 66.1% 0.6% 68.1% 0.8%
　文脈の中における語句の意味を的
確に捉え，理解することができる
か。

22 ① ○ ○ 60.1% 4.6% 56.9% 4.6%

23 ② ○ ○ 81.3% 4.7% 81.5% 4.6%

24 ① ○ ○ 80.1% 5.1% 80.1% 5.3%

25 ② ○ ○ 91.8% 5.0% 92.2% 5.3%

26 ③ ○ ○ 81.4% 5.2% 81.6% 5.3%

問題数 17 9 3 3 9 11 3 3 9 11

出題
割合 65.4% 34.6% 11.5% 11.5% 34.6% 42.4% 11.5% 11.5% 34.6% 42.4%

82.8% 73.6% 1.9% 83.7% 73.5% 1.9%

　ア　各設問の分類と平均通過率　　※　分析の際に着目したい設問に黄色で着色している。

2

二

思・表
３

思・表
１

思・表
１中１

市平均通過率問題内容別

(5)　中学校第１学年（国語）

観 点 別

六

一

二

三

　文の前後の関係を正しく捉え，叙
述に即して内容を理解することがで
きるか。

　インタビューのやりとりの中で，
相手の答えに応じた適切な質問を返
すことができるか。

　文章に表れているものの見方や考
え方に対して自分の考えをもち，そ
の根拠と理由について，筋道立てて
書くことができるか。

県平均通過率内容領域別

出題の意図

　場面の展開や登場人物の行動の意
味について，描写を基に理解し，自
分の考えをまとめることができる
か。

校内通過率

1

出題
学年

思・表
１

計

設問

一

3

4

5

中１

2

二 中１

中１

80.2%

平均
通過率

79.6%
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問４－二－１（中１表現技法）、大問５－一（中１文脈の中における語句の意味を的確に捉
え、理解することができる。）【基礎・基本】

４ 表現技法 平均通過率
市 県 差

６９.４％ ６７.９％ 1.5

５ 接続詞 平均通過率
市 県 差

６８.１％ ６６.１％ 2.0

指導のポイント
「基礎・基本」については、
全体的に高い平均通過率であ
った。
表現方法については、用語

を理解するとともに、その効
果を生かした表現に取り組ま
せる。
接続詞については、種類を

理解するだけにとどまらず、
文脈の中での意味を的確に捉
えさせ、日記やスピーチ等で
も継続して取り組ませ、定着
を図る。

(ｲ) 大問３－一（インタビューのやりとりの中で、相手の答えに応じた適切な質問を返すことがで
きる。）、大問４－二－２（場面の展開や登場人物の行動の意味について、描写を基に理解し、
自分の考えをまとめることができる。）【思考・表現】

４ ３ インタビューの内容 平均通過率

市 県 差
５９.３％ ５７.２％ 2.1

敬体でする 平均通過率

市 県 差
９１.４％ ９０.３％ 1.1

４「願い」の内容を明らかに
市 県 差

６８.４％ ６９.５％ －1.1
「願い」と「行動」を結び付ける

市 県 差

５０.１％ ５０.９％ －0.8

指導のポイント

インタビューについては、

目的意識、相手意識を明確に

して行うことが大切である。

相手の答えに応じて話題と関

連付けながら、質問を重ねて

いくように意識させる。

問題文の意図や条件に着目

して読ませ、心情や行動の描

写を関連付けて、論理的に答

える取組を図る。

３

Ｔ
中
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
，
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の

魅
力
を
伝
え
る
地
域
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
は
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
書
く
た
め
に
、
Ｔ
町
に
長
年
住
ん
で
い
る
山
下
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
，
後
の
各
問
い
に
答
え
な

さ
い
。

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
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大
問

中
問

小
問

基礎
・
基本

思考
・

表現

話す
こと
聞く
こと

書く
こと

読む
こと

伝
国

話す
・
聞く

書く 読む 言語
基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

1 1 中１ ○ ○ ○ 62.9% 4.6% 64.7% 4.2% 　中学校学習漢字（訓）を読むこと
ができるか。

2 2 中１ ○ ○ ○ 84.6% 0.1% 85.1% 0.1% 　中学校学習漢字（音）を読むこと
ができるか。

3 3 小３ ○ ○ ○ 71.4% 2.3% 74.8% 2.2% 　小学校学習漢字を書くことができ
るか。

4 4 小６ ○ ○ ○ 84.8% 3.9% 83.3% 4.1% 　小学校学習漢字を書くことができ
るか。

5 1 中２ ○ ○ ○ 50.6% 0.4% 50.2% 0.4% 　動詞の活用形を理解しているか。

6 2 中２ ○ ○ ○ 69.9% 1.1% 69.1% 1.0% 　敬語の種類を理解しているか。

7 三 小４ ○ ○ ○ 76.2% 0.2% 77.4% 0.3% 　熟語の構成を理解しているか。

8 四 小４ ○ ○ ○ 67.1% 0.2% 67.5% 0.2% 　慣用句の意味を理解し，生活の中
で正しく使うことができるか。

9 五 中２ ○ ○ ○ 72.6% 0.2% 69.3% 0.2% 　行書の特徴を理解しているか。

10 1 中１ ○ ○ ○ 86.1% 0.2% 86.7% 0.2%
　事実と意見を読み分け，目的に応
じて要約することができるか。

11 2 小５ ○ ○ ○ 71.5% 0.3% 72.8% 0.2% 　文章の内容と図表を結び付けて捉
えることができるか。

12 一 中１ ○ ○ ○ 91.6% 0.5% 92.2% 0.6%
　歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに
直すことができるか。

13 二 中２ ○ ○ ○ 83.5% 0.2% 83.9% 0.1%
　言葉の意味を理解し，情景を正し
く捉えることができるか。

14 1 中２ ○ ○ ○ 87.4% 2.0% 88.0% 1.9%

15 2 中２ ○ ○ ○ 92.1% 1.5% 91.9% 1.5%

16 一 中２ ○ ○ ○ 95.3% 0.2% 95.7% 0.1%
　インタビューの場面を振り返り，
準備した質問の内容を捉えることが
できるか。

17 二 中２ 思・表
１

○ ○ 82.4% 0.3% 83.5% 0.2% 　質問とその回答から質問の仕方の
問題点を捉えることができるか。

18 ① ○ ○ 45.8% 9.0% 49.0% 9.5%

19 ② ○ ○ 76.0% 8.6% 75.6% 8.4%

20 一 中１ ○ ○ ○ 85.1% 4.9% 86.9% 4.5% 　場面の展開や登場人物などの描写
を捉えることができるか。

21 二 中２ ○ ○ ○ 79.7% 0.4% 81.7% 0.3%
　登場人物の言動の意味を考え，内
容の理解に役立てることができる
か。

22 1 中２ ○ ○ ○ 82.3% 0.6% 83.5% 0.6%
　描写の効果について考え，内容の
理解に役立てることができるか。

23 ○ ○ 49.6% 14.1% 50.7% 14.2%

24 ○ ○ 56.8% 14.1% 58.4% 14.4%

25 一 中１ ○ ○ ○ 66.2% 1.0% 67.4% 1.0% 　目的や状況に応じて要約したり要
旨を捉えたりすることができるか。

26 二 中２ 思・表
１

○ ○ 61.4% 1.5% 65.1% 1.4% 　資料の特徴や構成，意図を正しく
捉えることができるか。

27 ① ○ ○ 79.9% 9.0% 80.4% 8.8%

28 ② ○ ○ 78.1% 9.1% 78.6% 9.0%

29 ③ ○ ○ 68.2% 9.5% 69.7% 9.4%

問題数 20 9 4 3 9 13 4 3 9 13

出題
割合 69.0% 31.0% 13.8% 10.4% 31.0% 44.8% 13.8% 10.4% 31.0% 44.8%

78.1% 66.4% 3.4% 78.6% 67.9% 3.4%

出題
学年

内容領域別問題内容別 県平均通過率 校内通過率

　目的に応じて題材を選び自分の考
えをまとめた上で，段落の役割や構
成を踏まえながら書くことができる
か。

中２

三

　伝えたい事実や事柄を理解し，目
的や状況に応じて工夫した表現がで
きるか。

　登場人物の言動の意味などを考
え，内容を理解し，自分の考えをま
とめることができるか。

思・表
１

2
思・表

１

三

　古文を読み，文意を捉えることが
できるか。

5

2

4

三

3

1

二

六

市平均通過率観 点 別

思・表
３

計

三 中２

中２

一

(6)　中学校第２学年（国語）

　ア　各設問の分類と平均通過率　　※　分析の際に着目したい設問に黄色で着色している。

平均
通過率

74.5% 75.3%

設問

出題の意図
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問１－二－１（中２ 動詞の活用）、大問１－五（中２ 行書の特徴） 【基礎・基本】

１ 動詞の活用 平均通過率
市 県 差

５０.２％ ５０.６％ －0.4

１ 行書の特徴 平均通過率
市 県 差

６９.３％ ７２.６％ －3.3

指導のポイント

動詞や形容詞（Ｒ元39.4%）

の活用について、活用形の意

味や活用語尾に注目し、正し

い言葉遣いを意識させ、確実

に定着を図る。

行書の通過率については、

Ｒ元年度より１８％高い。筆

順が変わったり、点画が連続

したりするなどの行書の特徴

について、実際に学習に取り

組む際に、課題となっている

字以外についても例題を多く

取り上げ、定着を図る。

(ｲ) 大問４－三－２（登場人物の言動の意味などを考え、内容を理解し，自分の考えをまとめるこ
とができる。）【思考・表現】

「わたし」の思い・考え 平均通過率

市 県 差
５０.７％ ４９.６％ 1.1
二人を対比的に表現 平均通過率

５８.４％ ５６.８％ 1.6
無解答率

１４.２％ １４.１％ －0.1

指導のポイント

一つの文章を基に、意見交

換をしている場面についての

設問である。

文章と意見交換の二つの資

料を関連付けながら、「私」

の心情の変化を捉えさせる。

その際、心情が変化するきっ

かけとなる描写（転換点）に

注目させることが大切であ

る。

また、登場人物を比較し、

心情や行動の描写を関連付

け、論理的に答える取組を継

続するようにしたい。

（
角
田
光
代
『
こ
れ
か
ら
は
あ
る
く
の
だ
』
か
ら
）

【
条
件
】

①

「
私
が
ま
な
ち
ゃ
ん
の
絵
か
ら
感
じ
取
っ
た
思
い
」
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
「
私
」
が
自
分
自
身
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を

も
っ
た
の
か
を
書
く
こ
と
。

②

字
数
は
問
わ
な
い
。

本
田
：

「
そ
こ
そ
こ
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
恥
じ
た
。
憎
ん
だ
と
言
っ
て
も

い
い
。
」
と
い
う
表
現
で
は
、
「
恥
じ
た
」
に
「
憎
ん
だ
」
を
重
ね
て
い

る
け
ど
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
。
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市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

小５ 72.8% 73.6% -0.8 68.7% 69.0% -0.3 71.6% 72.2% -0.6
中１ 69.1% 67.2% 1.9 61.4% 60.1% 1.3 66.5% 64.9% 1.6
中２ 60.8% 59.7% 1.1 64.9% 64.6% 0.3 62.0% 61.2% 0.8

２　社会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

　(1)　全体

思考・表現

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ

○ 「全体」では、小５が県をやや下回ったが、平均通過率は昨年度に引き続き７割を超えている。
中１、２は県を上回ったが、平均通過率では、７割に届いていない状況である。

○ 「基礎・基本」では、小５は県を下回っている。中１、２は県を上回っているが、特に中２は、
平均通過率が６割程度であり、課題が見られる。

○ 「思考・表現」では、全ての学年で通過率が６割を超えている。中１と中２は県を上回っている
が、小５は県を下回っており、課題が見られる。

◆ 社会科での「基礎・基本」に関わる用語等については、毎時間、地図を掲示し活用したり、単元
の振り返りを行ったりすることで、繰り返し授業で触れるようにしていく。

◆ 資料から読み取ったことをまとめたり、複数の資料を比較、関連付けて説明したりする学習活動
を更に重点的に取り入れていくようにする。

【小学校第５学年】

【中学校第１学年】

【中学校第２学年】
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　　 　ア　小学校第５学年

市 県

国土の様子 70.7% 72.4% -1.8
農業 70.1% 70.8% -0.7  

水産業 68.4% 69.2% -0.7
工業 77.6% 76.8% 0.8

運輸・貿易 60.3% 60.8% -0.5

イ　中学校第１学年

市 県

世界の地域構成 63.3% 60.2% 3.1
人々の生活と環境 75.1% 74.7% 0.3
世界の諸地域 59.2% 57.5% 1.7
歴史のとらえ方 63.3% 61.5% 1.8
古代までの日本 69.8% 68.2% 1.5

ウ　中学校第２学年

市 県

日本の地域構成 60.0% 60.3% -0.3
日本の地域的特色 72.8% 72.3% 0.4
日本の諸地域 67.6% 65.8% 1.9
近世の日本 56.9% 55.8% 1.1

　　 　ア　小学校５年生

市 県

思考・判断・表現 68.7% 69.0% -0.3
資料活用の技能 65.3% 65.9% -0.5  

知識・理解 76.3% 77.2% -0.9

　　 　イ　中学校１年生

市 県

思考・判断・表現 61.7% 61.1% 0.7
資料活用の技能 70.8% 68.5% 2.3  

知識・理解 67.9% 66.0% 2.0

　　 　ウ　中学校２年生

市 県

思考・判断・表現 61.8% 61.6% 0.2
資料活用の技能 64.0% 63.6% 0.4  

知識・理解 61.5% 60.3% 1.2

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　(2)　内容・領域別平均通過率

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

県との差
平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

68.2%

61.5%

57.5%

74.7%

60.2%

69.8%

63.3%

59.2%

75.1%

63.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

古代までの日本

歴史のとらえ方

世界の諸地域

人々の生活と環境

世界の地域構成
市 県

55.8%

65.8%

72.3%

60.3%

56.9%

67.6%

72.8%

60.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近世の日本

日本の諸地域

日本の地域的特色

日本の地域構成 市 県

60.8%

76.8%

69.2%

70.8%

72.4%

60.3%

77.6%

68.4%

70.1%

70.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運輸・貿易

工業

水産業

農業

国土の様子

市 県

77.2%

65.9%

69.0%

76.3%

65.3%

68.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解

資料活用の技能

思考・判断・表現 市 県

66.0%

68.5%

61.1%

67.9%

70.8%

61.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解

資料活用の技能

思考・判断・表現
市 県

60.3%

63.6%

61.6%

61.5%

64.0%

61.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解

資料活用の技能

思考・判断・表現
市 県

○ 内容・領域別では、小５においては「運輸・貿易」、中１では「世界の諸地域」、中２
では「日本の地域構成」、「近世の日本」が、６割またはそれに満たない通過率である。

○ 観点別平均通過率では、小５においては、全ての観点で県を下回っている。
◆ 小５の「運輸・貿易」と中２の「近世の日本」は、昨年度に引き続き平均通過率が低い
ので、各種調査等を活用して、学習内容の確実な定着が図られるようにする。

◆ 思考力、判断力、表現力を高めるために、自分の考えをまとめる学習活動では、選択・
判断した理由や根拠を明確に記述するように指導を行う。

-13-



大問 中問 小問
基礎
・
基本

思考
・
表現

国土
の様
子

農業
水産
業

工業
運輸
・
貿易

思考
・
判断
・
表現

観察
・
資料
活用

知識
・
理解

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解
答率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解
答率

1 ① 小５ ○ ○ ○ 89.5% 1.4% 87.7% 1.9%
　我が国の国土を構成する島
の名称を理解できているか。

2 ③ 小５ ○ ○ ○ 73.1% 3.3% 69.1% 4.1%
　ロシア連邦によって占領さ
れていることを理解できてい
るか。

3 (2) 小５ ○ ○ ○ 65.4% 6.4% 59.7% 7.9%
　北方領土の名称について理
解できているか。

4 (3) 小５ ○ ○ ○ 68.5% 1.1% 65.4% 1.4%
　我が国の領土について理解
できているか。

5 (4) 小５ ○ ○ ○ 60.6% 2.3% 60.3% 2.6%
　我が国の位置を他の国と方
位を使って説明することがで
きているか。

6 (1) 小５ ○ ○ ○ 89.2% 1.7% 90.1% 2.1%
　我が国の国土の気候の特色
を理解できているか。

7 (2) 小５ ○ ○ ○ 75.8% 0.4% 75.0% 0.4%

　各地の雨温図を比較して特
色を読み取ることができ，ま
た，それぞれの気候の特色を
理解できているか。

8 (3) 小５
思・表
２

○ ○ 57.5% 2.9% 58.3% 3.2%

　提示された資料を比較して
読み取ったことをもとに，
人々が自然環境に適応して生
活していることを説明するこ
とができているか。

9 ① 小５ ○ ○ ○ 66.3% 0.6% 64.5% 0.8%

10 ② 小５ ○ ○ ○ 47.2% 0.8% 48.1% 1.0%

11 (2) 小５ ○ ○ ○ 82.2% 4.6% 81.7% 5.3%
　品種改良について理解でき
ているか。

12 小５
思・表
２

○ ○ 79.3% 2.2% 77.1% 2.5%

13 小５
思・表
１

○ ○ 77.3% 3.1% 75.9% 3.5%

14 ① 小５ ○ ○ ○ 66.8% 5.1% 65.7% 6.0%
　食料自給率について理解で
きているか。

15 ② 小５
思・表
１

○ ○ 76.6% 4.6% 77.5% 4.6%

　生産者の食の安全や安心の
ための工夫について，資料を
もとに説明することができて
いるか。

16 (1) 小５ ○ ○ ○ 74.9% 2.0% 73.1% 2.4%
　日本の近海の寒流や暖流の
様子について，理解できてい
るか。

17 (2) 小５ ○ ○ ○ 54.7% 1.1% 55.0% 1.3%
　資料を正しく読み取ること
ができているか。

18 (3) 小５
思・表
２

○ ○ 71.6% 4.0% 71.2% 4.3%

　我が国の水産業が抱える問
題について，資料から読み
取ったことを表現することが
できているか。

19 (4) 小５
思・表
１

○ ○ 75.5% 3.5% 74.4% 4.1%

　我が国の水産業が抱える問
題を解決する取組について資
料から読み取ったことをもと
に考え，表現することができ
ているか。

20 (1) 小５ ○ ○ ○ 77.5% 0.5% 78.7% 0.6%
　自動車の製造過程を理解で
きているか。

21 (2) 小５
思・表
３

○ ○ 53.7% 1.7% 55.1% 2.0%

　自動車会社の工場と関連工
場の関係について，資料をも
とに考えて指摘することがで
きているか。

22 (3) 小５ ○ ○ ○ 90.7% 1.6% 89.2% 1.9%
　自動車工業に関する日本の
輸出相手国を資料から読み取
ることができているか。

23 (4) 小５ ○ ○ ○ 87.9% 1.3% 87.8% 1.8%
　効率のよい輸送手段，輸送
費用を抑える工夫について理
解できているか。

24 (5) 小５ ○ ○ ○ 57.2% 9.3% 61.9% 9.5%

　工業生産に関わる人々の工
夫として，海外に生産拠点を
設けていることを理解できて
いるか。

25 ① 小５ ○ ○ ○ 91.6% 2.9% 90.1% 4.0%

26 ② 小５ ○ ○ ○ 79.3% 4.0% 80.7% 4.9%

27 (2) 小５
思・表
２

○ ○ 60.8% 2.4% 60.3% 3.0%

　データ値に注目し，資料か
ら読み取った事実をもとに輸
出の割合の変化について考え
ることができているか。

問題数 19 8 8 7 4 7 1 8 6 13

出題割合 70.4% 29.6% 29.6% 25.9% 14.8% 25.9% 3.8% 29.6% 22.2% 48.2%

73.6% 69.0% 2.8% 72.8% 68.7% 3.2%

(4)　小学校第５学年（社会）

　ア　各設問の分類と平均通過率　　※　分析の際に着目したい設問に黄色で着色している。

計

平均通過率

72.2% 71.6%

　作業の様子の変化やその理
由について，資料をもとに説
明することができているか。

　資料からの読み取りができ
ているか。

　工業が盛んである一帯の総
称，工業生産を支える海上輸
送を理解できているか。

設問

(1)

6

(1)

出題の意図

(3)

5

4

1

2

(1)

観点別内容領域別 校内通過率市平均通過率

出題
学年

問題内容別

3

(4)

県平均通過率

-14-



イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問１ 第５学年「国土の様子」：北方領土 大問５ 第５学年「日本の工業」：現地生産
【基礎・基本】 【基礎・基本】

平均通過率 平均通過率
市 県 差 市 県 差

５９.７％ ６５.４％ -5.7 ６１.９％ ５７.２％ 4.7
無解答率 無解答率

市 県 差 市 県 差
７.９％ ６.４％ 1.5 ９.５％ ９.３％ 0.2

指導のポイント
平均通過率がどちらも６０％前後であり、無解答率も高く、課題である。基礎的・基本的

な知識であるため、確実な習得を図ることが大切である。
我が国の国土の様子については、国土の構成などに着目して、地図帳や地球儀、各種の資

料で調べたりまとめたりすることを機会を捉えて継続的に行うようにする。
日本の工業については、外国との関わりなどに着目して、生産に関わる人々が様々な工夫

や協力をしていることについて考え、工業生産を支えていることを理解できるようにする。

(ｲ) 大問３ 第５学年「日本の食料生産」 【基礎・基本】
平均通過率

市 県 差
４８.１％ ４７.２％ 0.9

指導のポイント

本調査で平均通過率が最も

低い問題である。

複数の資料を読み取る際に

は、それぞれの資料（地図、

グラフ、表、写真等）にどの

ような内容が書かれているの

か、自分の考えを説明したり、
グループで話し合ったりする
活動を充実させる。そして、
それぞれの資料を関連付けら
れるように、共通点や相違点
などについて着目させるよう
にする。

(ｳ) 大問５ 第５学年「日本の工業」 【思考・表現３】
平均通過率

市 県 差
５５.１％ ５３.７％ 1.4

指導のポイント

社会的事象について正しく

説明しているものを、論理的

に判断して選択する問題であ

る。

複数の資料から事実を読み

取り、関係機関の相互の連携

や協力について、自動車工場

と関連工場の複数の立場から

多角的に考える活動を充実さ

せる必要がある。

-15-



大問 中問 小問

基
礎
・
基
本

思考
・
表現

世界
の地
域構
成○

世界
各地
の人
人の
生活
と環
境○

世界
の諸
地域

歴史
のと
らえ
方○

古代
まで
の日
本○

思考
・
判断
・
表現

観察
・
資料
活用

知識
・
理解

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解
答率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解
答率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解
答率

1 (1) 中１ ○ ○ ○ 72.8% 1.8% 78.1% 1.3%
　赤道が地図上のどこを通ってい
るかを大陸との位置関係から理解
できているか。

2 (2) 中１ ○ ○ ○ 76.0% 1.4% 77.9% 1.1%
　三大洋の位置と名称を理解でき
ているか。

3 (3) 中１ 思・表
３ ○ ○ 47.3% 0.8% 49.8% 0.7%

　的確に地図を読み取り，地球上
の位置を，緯度と経度で示すこと
ができているか。

4 (4) 中１ 思・表
１ ○ ○ 44.6% 5.3% 47.2% 4.9%

　地図の特色を正しく理解してい
るとともに，そのことを説明する
ことができているか。

5 (1) 中１ ○ ○ ○ 81.0% 0.4% 82.0% 0.4%
　気候帯の特色と分布を理解でき
ているか。

6 (2) 中１ ○ ○ ○ 63.5% 0.3% 66.1% 0.4%
　寒帯で暮らす人々の生活の様子
を理解できているか。

7 (3) 中１ 思・表
２ ○ ○ 80.1% 3.8% 76.1% 4.5%

　雨温図の特徴を読み取り，熱帯
地方の生活の様子を説明すること
ができているか。

8 (4) 中１ ○ ○ ○ 74.3% 1.0% 76.1% 1.0%
　三大宗教の特徴について理解で
きているか。

9 (1) 中１ ○ ○ ○ 52.2% 7.0% 50.5% 6.9%
　フィリピンの位置とおもな農産
物について理解できているか。

10 (2) 中１ ○ ○ ○ 42.1% 2.0% 43.8% 1.9%
　石油(原油)とそのおもな産出地
を，地図上の位置と関連付けて理
解できているか。

11 (3) 中１ 思・表
３ ○ ○ 57.7% 0.7% 61.0% 0.8%

　アジアの諸地域で進んでいる工
業化について理解できているか。

12 (4) 中１ ○ ○ ○ 60.6% 0.5% 61.2% 0.5%
　ヨーロッパの自然環境について
理解できているか。

13 (5) 中１ ○ ○ ○ 82.1% 6.1% 85.3% 5.2%
　ＥＵの共通通貨について理解で
きているか。

14 (6) 中１ 思・表
２ ○ ○ 50.0% 9.2% 53.3% 8.5%

　資料の読み取りができ，モノカ
ルチャー経済の課題について説明
できているか。

15 (1) 中１ 思・表
３ ○ ○ 56.0% 0.6% 57.9% 0.8%

　四大河文明のそれぞれの特色を
地図と資料を見ながら，説明して
いる文を正しく判断し選択できて
いるか。

16 (2) 中１ ○ ○ ○ 85.7% 0.4% 87.8% 0.6%
　万里の長城が建設された理由を
理解できているか。

17 (3) 中１ ○ ○ ○ 84.8% 7.0% 86.5% 6.5%
　２世紀ごろの世界の東西交流で
あるシルクロードについて正しく
理解できているか。

18 (4)
小６
中１

思・表
１，２ ○ ○ 80.8% 3.9% 81.0% 3.9%

　弥生時代における農耕文化の広
まりと，稲作がはじまったことで
の社会の変化について説明するこ
とができているか。

19 (5)
小６
中１

○ ○ ○ 81.1% 4.4% 82.6% 4.1%
　我が国に多く見られる古墳の名
称を理解できているか。

20 (1) 中１ ○ ○ ○ 56.5% 0.6% 58.3% 0.9%
　家系図の読み取りができている
か。

21 (2) 中１ ○ ○ ○ 53.3% 0.7% 55.5% 1.0%
　律令国家成立に至るまでの東ア
ジアとの接触や交流の様子を理解
できているか。

22 (3) 中１
思・表
２ ○ ○ 68.5% 8.5% 66.6% 8.8%

　奈良時代の農民の生活につい
て，資料をもとに説明することが
できているか。

23 (4) 中１ ○ ○ ○ 59.9% 4.7% 61.8% 4.2%
　平安時代の文化について，正し
く理解できているか。

24 (5) 中１
思・表
３ ○ ○ 55.9% 0.8% 59.6% 1.0%

　各時代の文化や時代の流れにつ
いて，正しく理解できているか。

25 (1) 中１ ○ ○ ○ 71.3% 2.2% 72.2% 2.2%
　世紀の表し方を理解できている
か。

26 (2) 中１ ○ ○ ○ 66.2% 5.9% 68.2% 6.5%
　時代を区分する表し方を理解で
きているか。

27 (3) 小６ ○ ○ ○ 46.9% 0.9% 49.4% 1.1%
　小学校で学習した歴史上の人物
に関係するできごとについて理解
できているか。

問題数 18 9 4 4 6 3 10 7 2 18

出題
割合

66.7% 33.3% 14.8% 14.8% 22.2% 11.1% 37.1% 25.9% 7.4% 66.7%

67.2% 60.1% 3.0% 69.1% 61.4% 2.9%

校内通過率

3

出題
学年

問題内容別

4

(5)　中学校第１学年（社会）

　ア　各設問の分類と平均通過率　　※　分析の際に着目したい設問に黄色で着色している。

設問

1

64.9% 66.5%

平均
通過率

2

計

出題の意図

観点別内容領域別 県平均通過率 市平均通過率

5

6
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問３ 第１学年「アフリカ」 【思考・表現２】

平均通過率
市 県 差

５３.３％ ５０.０％ 3.3
無解答率

市 県 差

８.５％ ９.２％ -0.7

指導のポイント
二つの資料を読み取り、モ

ノカルチャー経済の課題につ
いて説明する問題である。平
均通過率が53.3％、無解答率
が8.5％と課題である。まず、
地図がアフリカ大陸だと分か
ること、そして、二つの資料
から分かることを関連付け
て、アフリカの産業の課題を
説明することが求められる。
地理の授業では、毎時間、

地図帳や掛け地図などを活用
し、世界の諸地域を概観する
ことが大切である。そして、
既習の地域と比較するなどし
て、その地域の特色を資料等
を基に読み取り、自分の考え
をまとめたり、話し合ったり
する活動を充実させる必要が
ある。
無解答を減らすためには毎

時間の終末に、本時で追究し
たことを生徒自身が文章でま
とめる時間を確保することが
大切となる。

(ｲ) 大問６ 小学６年、第１学年「近代：明治時代」 【基礎・基本】
平均通過率

市 県 差
４９.４％ ４６．９％ 2.5

指導のポイント
小学６年で学習した内容で

あり、鹿児島の有名な人物を
扱った問題であるが、平均通
過率は50％を下回っている。
中学校の学習では、小学校

で学んできた内容を教師が把
握し、授業の中でそれを確認
しながら中学校の学習内容と
関連付けていくことが求めら
れる。特に、歴史上の人物の
功績については、暗記中心に
なりがちであるので、その時
代背景と人物の関係性や、他
の人物との比較によって、理
解させることが重要である。
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大問 中問 小問

基
礎
・
基
本

思考
・
表現

日本
の地
域構
成○

日本
の地
域的
特色

日本
の諸
地域

近
世
の
日
本
○

思考
・
判断
・
表現

観察
・
資料
活用

知
識
・
理
解

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解
答率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解
答率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解
答率

1 (1) 中２ ○ ○ ○ 36.7% 0.2% 36.7% 0.2%
　地図上の経線を使って，時差の計
算を正しくできているか。

2 (2) 中２ ○ ○ ○ 69.9% 0.4% 70.7% 0.4%
　日本と同緯度，同経度にある国を
地図上で正しく読み取ることができ
ているか。

3 (3) 中２ ○ ○ ○ 61.4% 0.1% 59.9% 0.1%
　尖閣諸島の名称を正しく理解でき
ているか。

4 (4) 中２ 思・表
１ ○ ○ 74.0% 9.6% 72.0% 11.1%

　排他的経済水域を失うことで，日
本の資源が得られなくなることを理
解できているか。

5 (5) 中２ ○ ○ ○ 59.5% 3.3% 60.8% 3.6%
　地域の様々な特色をもとに，都道
府県の名称と位置を理解することが
できているか。

6 (1) 中２ ○ ○ ○ 81.7% 6.7% 83.3% 6.5%
　リアス海岸の特徴について理解で
きているか。

7 (2) 中２ 思・表
２ ○ ○ 81.4% 4.1% 81.1% 4.1%

　日本の川と世界の川の特徴を比較
し，正しく説明することができてい
るか。

8 (3) 中２ ○ ○ ○ 63.8% 0.8% 64.5% 0.9%
　地域によって異なる日本の気候に
ついて，雨温図を用いて理解できて
いるか。

9 (4) 中２
思・表
２ ○ ○ 58.9% 7.2% 58.0% 7.5%

　日本の工業地帯や工業地域の特色
について理解できているか。また，
日本最大の工業地帯である中京工業
地帯の特色を説明できているか。

10 (5) 中２ ○ ○ ○ 75.8% 0.7% 77.0% 0.8%
　第三次産業の業種について，正し
く理解できているか。

11 (1) 中２ ○ ○ ○ 63.4% 9.9% 64.8% 10.1%
　カルデラの地形の特色を正しく理
解できているか。

12 (2) 中２ 思・表
３ ○ ○ 77.7% 0.4% 78.4% 0.5%

　中国・四国地方の過疎地域の特色
について，正しく資料を読み取って
いるか。

13 (3) 中２ ○ ○ ○ 70.2% 0.5% 74.6% 0.5%
　近畿地方の工業の特色や人口問題
等について，正しく理解できている
か。

14 (4) 中２ 思・表
２ ○ ○ 50.9% 16.1% 52.4% 15.6%

　北陸地方の特色ある産業の様子に
ついて，雨温図を使い，気候と関連
付けて説明することができている
か。

15 (1) 中２ ○ ○ ○ 61.9% 0.5% 63.3% 0.6%
　新航路の開拓について理解できて
いるか。

16 (2) 中２ ○ ○ ○ 48.7% 21.3% 53.2% 21.1%
　中世ヨーロッパの文化の動きにつ
いて，理解できているか。

17 (3) 中２ ○ ○ ○ 54.5% 1.4% 60.1% 1.5%
　南蛮貿易の輸出品について正しく
理解できているか。

18 (4) 中２ 思・表
２ ○ ○ 59.2% 9.5% 62.6% 9.6%

　豊臣秀吉の刀狩や太閤検地の政策
を正しく理解し，説明することがで
きているか。

19 (5) 中２ ○ ○ ○ 65.3% 0.6% 63.7% 0.7%
　桃山文化を代表する建造物等につ
いて理解できているか。

20 (1) 中２ ○ ○ ○ 80.3% 4.0% 79.9% 4.8%
　江戸幕府を開いた人物を正しく理
解できているか。

21 (2) 中２ ○ ○ ○ 51.4% 2.3% 53.0% 2.7%
　鎖国体制下における貿易の特徴を
正しく理解できているか。

22 (3) 中２
思・表
２ ○ ○ 69.7% 10.4% 69.6% 10.2%

　江戸時代における幕府や松前藩と
アイヌとの関係について，正しく理
解し，説明することができている
か。

23 (4) 中２ ○ ○ ○ 44.2% 1.2% 44.9% 1.5%
　江戸時代初期におけるキリスト教
に関連する出来事を正しく理解でき
ているか。

24 (1) 中２ ○ ○ ○ 55.6% 11.7% 56.1% 11.3%
　大阪に置かれた諸藩の蔵屋敷の名
称とその役割について，正しく理解
できているか。

25 (2) 中２ ○ ○ ○ 53.1% 1.9% 52.2% 2.1%
　享保の改革の内容について正しく
理解できているか。

26 (3) 中２
思・表
１ ○ ○ 44.2% 13.7% 44.3% 13.6%

　工場制手工業（マニュファクチュ
ア）の生産方法の特色を正しく理解
し，説明することができているか。

27 (4) 中２ ○ ○ ○ 37.3% 1.4% 37.2% 1.4%
　元禄文化や化政文化の代表作品に
ついて理解できているか。

問題数 19 8 5 5 4 13 6 5 16
出題
割合

70.4% 29.6% 18.5% 18.5% 14.8% 48.2% 22.2% 18.5% 59.3%

59.7% 64.6% 5.2% 60.8% 64.9% 5.3%

計

61.2% 62.0%
平均
通過率

校内通過率

6

設問

出題
学年

問題内容別

5

出題の意図

観点別内容領域別 県平均通過率 市平均通過率

(6)　中学校第２学年（社会）

　ア　各設問の分類と平均通過率　　※　分析の際に着目したい設問に黄色で着色している。

4

1

2

3

-18-



イ 特に課題のあった設問

(ｱ) 大問１ 第２学年「日本の地域構成」 【基礎・基本】

平均通過率

市 県 差

３６.７％ ３６.７％ 0

指導のポイント

平均通過率が36.7％と低

く、課題が継続している時差

の問題である。

留意するポイントは二つあ

る。一つは、東京とロンドン

の経度の差が135度であるの

で、135÷15で時差は９時間

という点である。

もう一つが、地球は反時計

回りに自転しているため、日

付変更線の西から新たな一日

が始まるという点である。つ

まり、東京が一番早く日付が

変わるので、ロンドンの現在

の時刻は、東京の９時間前と

なる。

これらのことを、地図を見

ながら、生徒が説明できるよ

うにしていくことで、確実な

定着を図りたい。

(ｲ) 大問６ 第２学年「近世：江戸時代」 【思考・表現１】

平均通過率

市 県 差

４４.３％ ４４.２％ 0.1

無解答率

市 県 差

１３.６％ １３.７％ -0.1

指導のポイント

市の平均通過率が44.3％と

低く、一方無解答率が13.6％

と高い。

授業では、これまでの生産

方法とマニュファクチュアの

相違点を時代背景や資料から

考え、文章でまとめる活動の

充実を図る必要がある。また、

かごしま学力向上支援Ｗｅｂ

システム上の評価問題等を活

用していくことも、思考力、

判断力、表現力等を高める上

で効果的である。
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市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

小５ 79.2% 79.9% -0.7 69.9% 69.7% 0.2 76.2% 76.7% -0.5
中１ 79.9% 79.2% 0.7 56.4% 54.6% 1.8 72.4% 71.3% 1.1
中２ 67.1% 65.9% 1.2 52.7% 50.9% 1.8 62.1% 60.7% 1.4

３　算数・数学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

　(1)　全体

思考・表現

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ

○ 全体では、中１、２は県を上回っており、小５は下回っている。県の目標値（７割）は、小５、
中１が上回っている。

○ 「基礎･基本」では、中１、２は県を上回っているが、小５は県を下回っている。
中２の平均通過率は、７割を満たしていない状況が見られる。

○ 「思考・表現」では、全てにおいて県の目標値である５割を上回っている。
◆ 昨年度に引き続き、小５の「基礎・基本」が県を下回っている。出題内容に着目すると、｢余り
のある小数の除法｣、｢最小公倍数の意味｣等昨年度も県を下回っていた問題が、今年度も同様に下
回っている。通過率の低い問題について、補充指導を行い、定着を図ることが大切である｡

【小学校第５学年】

【中学校第１学年】

【中学校第２学年】

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

０問１問２問３問４問５問６問７問８問９問 １０

問

１１

問

１２

問

１３

問

１４

問

１５

問

％ 正答数（基礎・基本）の分布 算数

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問

％ 正答数（思考・表現）の分布 算数

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

０

問

１

問

２

問

３

問

４

問

５

問

６

問

７

問

８

問

９

問

１０

問

１１

問

１２

問

１３

問

１４

問

１５

問

１６

問

１７

問

１８

問

１９

問

％ 正答数（基礎・基本）の分布 数学

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問

％ 正答数（思考・表現）の分布 数学

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

０

問

１

問

２

問

３

問

４

問

５

問

６

問

７

問

８

問

９

問

１０

問

１１

問

１２

問

１３

問

１４

問

１５

問

１６

問

１７

問

％ 正答数（基礎・基本）の分布 数学

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問

％ 正答数（思考・表現）の分布 数学
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　　 　ア　小学校第５学年

市 県

数と計算 75.8% 76.7% -0.9
量と測定 78.8% 78.7% 0.1
図形 82.4% 82.3% 0.1
数量関係 70.7% 70.9% -0.2  

イ　中学校第１学年

市 県

数と式 75.9% 74.8% 1.1
図形 74.7% 74.3% 0.4
関数 51.5% 49.4% 2.1
資料の活用 72.2% 71.3% 0.9

ウ　中学校第２学年

市 県

数と式 71.0% 69.8% 1.2
図形 61.2% 59.0% 2.2
関数 63.5% 63.1% 0.4
資料の活用 29.2% 27.3% 1.9

　　 　ア　小学校５年生

市 県

数学的な考え方 70.5% 70.7% -0.2
技能 81.5% 82.1% -0.6  

知識・理解 75.8% 76.5% -0.7

　　 　イ　中学校１年生

市 県

数学的な見方や考え方 56.4% 54.6% 1.8
技能 79.5% 78.8% 0.7  

知識・理解 81.2% 80.3% 0.9

　　 　ウ　中学校２年生

市 県

数学的な見方や考え方 52.7% 50.9% 1.8
技能 70.9% 69.9% 1.0  

知識・理解 49.1% 46.9% 2.2

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　(2)　内容・領域別平均通過率

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

県との差
平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

74.8%

74.3%

49.4%

71.3%

75.9%

74.7%

51.5%

72.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数と式

図形

関数

資料の活用

県 市

69.8%

59.0%

63.1%

27.3%

71.0%

61.2%

63.5%

29.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数と式

図形

関数

資料の活用

県 市

76.7%

78.7%

82.3%

70.9%

75.8%

78.8%

82.4%

70.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数と計算

量と測定

図形

数量関係 県 市

76.5%

82.1%

70.7%

75.8%

81.5%

70.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数学的な

考え方

技能

知識・理解 県 市

80.3%

78.8%

54.6%

81.2%

79.5%

56.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数学的な見方

や考え方

技能

知識・理解 県 市

46.9%

69.9%

50.9%

49.1%

70.9%

52.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数学的な見方

や考え方

技能

知識・理解

県 市

○ 内容・領域別平均通過率では、小５の「数と計算」と「数量関係」が県を下回っている。
○ 観点別平均通過率では、小５の全てが県を下回っている。中２の「知識・理解」は５割を
下回っている。

◆ 内容・領域別通過率では、小５において、昨年度同様に「数と計算」、「数量関係」が県
を下回っており、特に「数と計算」では、差が広がっている。「数と計算」の基準量と比較
量の関係を問う問題では、数量の関係を図や数直線などに表し、その際、数直線上の数量の
対応関係や大小関係を的確に捉えることができるようにすることが大切である。
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(4)　小学校第５学年（算数）
　ア　各設問の分類と平均通過率　　※　分析の際に着目したい設問に黄色で着色している。

出題
学年

観 点 別

大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

数と
計算

量と
測定

図形
数量
関係

数学
的な
考え
方

技能
知識
・

理解

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解答
率

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解答
率

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解答
率

1 (1) 小２ ○ ○ ○ 98.4% 0.0% 98.4% 0.0%
　２位数同士の繰り上がりの
ある加法を正しく計算するこ
とができるか。

2 (2) 小３ ○ ○ ○ 81.9% 0.3% 80.9% 0.5%
　整数と小数の減法を位をそ
ろえて正しく計算することが
できるか。

3 (3) 小５ ○ ○ ○ 80.8% 0.9% 78.0% 1.1%
　余りのある小数の除法を正
しく計算することができる
か。

4 (4) 小５ ○ ○ ○ 76.5% 1.2% 76.9% 1.4%

　整数部分から真分数部分へ
の繰り下がりがある異分母分
数の減法を正しく計算するこ
とができるか。

5 (5) 小５ ○ ○ ○ 78.6% 0.4% 77.6% 0.5%
　計算に関して成り立つ性質
を用いて，正しく計算するこ
とができるか。

6 (1) 小５ ○ ○ ○ 70.4% 0.1% 68.6% 0.1%
　乗数と積，除数と商の大小
関係を正しく理解している
か。

7 (2) 小５ ○ ○ ○ 61.0% 0.1% 58.7% 0.2%

　文章で示された基準量と比
較量の関係について正しく表
した図を選択することができ
るか。

8 (1) 小５ ○ ○ ○ 79.9% 1.0% 79.7% 1.1%
　最大公約数の意味を正しく
理解し，答えを求めることが
できるか。

9 (2) 小５ ○ ○ ○ 77.2% 1.5% 75.9% 1.8%
　最小公倍数の意味を正しく
理解し，答えを求めることが
できるか。

10 (1) 小４ ○ ○ ○ 82.2% 0.1% 81.6% 0.1%
　提示された２つの四角形の
対角線の性質を正しく理解し
ているか。

11 (2) 小５ ○ ○ ○ 76.8% 0.2% 77.1% 0.3%
　合同な三角形を作図するた
めに必要な条件を理解してい
るか。

12 5 小５ ○ ○ ○ 63.9% 1.4% 63.7% 1.4%
　マス目から必要な長さを求
め，それを利用して台形の面
積を求めることができるか。

13 6 小５ ○ ○ ○ 86.3% 1.0% 86.3% 1.0%
　必要な辺の長さを求積公式
に当てはめ，体積を求めるこ
とができるか。

14 (1) 小４ ○ ○ ○ 98.0% 0.1% 97.9% 0.1%
　２つの数量の関係を表に整
理することができるか。

15 (2) 小４ ○ ○ ○ 87.3% 1.0% 87.1% 1.2%
　２つの数量の関係を読み取
り，答えを求めることができ
るか。

16 (1) 小５
思・表
３

○ ○ 90.5% 1.2% 91.1% 1.3%
　示された五角形の内角の和
の求め方を解釈し，適切な式
を判断することができるか。

17 (2) 小５
思・表
３

○ ○ 79.9% 0.9% 80.0% 1.0%

　示された六角形の内角の和
の求め方を解釈し，適切な図
や式を判断することができる
か。

18 (1) 小５
思・表
１

○ ○ 86.0% 0.9% 86.4% 0.9%

　２つの量の割合で捉えられ
る数量を，単位量当たりの大
きさを用いて比べることがで
きるか。

19 (2) 小３
思・表
２

○ ○ 62.4% 4.9% 62.9% 5.0%
　余りのある除法から適切に
判断し，説明することができ
るか。

20 (1) 小４
思・表
１

○ ○ 72.8% 1.0% 73.2% 0.9%

　２つの観点から分類整理し
た二次元の表から，必要な
データを読み取ることができ
るか。

21 (2) 小４
思・表
１

○ ○ 56.7% 1.1% 57.3% 1.1%
　折れ線グラフを用いること
が適切である事象を，選択す
ることができるか。

22 (3) 小４
思・表
３

○ ○ 39.6% 5.2% 38.1% 5.3%

　目盛りの間隔が異なる２つ
の折れ線グラフを比べ，それ
ぞれの変化量を読み取り，変
化の様子を説明することがで
きるか。

問題数 15 7 10 3 4 5 9 10 3

出題割合 68.2% 31.8% 45.5% 13.6% 18.2% 22.7% 40.9% 45.5% 13.6%

79.9% 69.7% 1.1% 79.2% 69.9% 1.2%

76.7% 76.2%

計

2

3

4

7

平均
通過率

1

出題の意図

8

9

10

内容領域別問題内容別設問 県平均通過率 市平均通過率 校内通過率

-22-



イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問１ 第５学年「小数のわり算」 【基礎・基本】

令和元年度平均通過率
市 県 差

７８.０％ ８０.８％ -2.8
平成３０年度平均通過率

《平成３０年度の類似問題》 市 県 差
７４.５％ ７６.３％ -1.8
【基礎・基本】

令和元年度平均通過率
市 県 差

５８.７％ ６０.０％ -1.3
(ｲ) 大問２ 第５学年「数量関係」 平成３０年度平均通過率

市 県 差
５９.７％ ５９.７％ 0.0

指導のポイント
平成３０年度とほぼ同一問題

であるが、県を下回っており、
その差が広がっている。

《平成３０年度の類似問題》 かごしま学力向上支援Ｗｅｂ
システムの評価問題や過去の調
査問題等を活用し、定着度を確
認する必要がある。

(ｳ) 大問１０ 第４学年「折れ線グラフ」 【思考・表現３】
平均通過率

市 県 差
３８.１％ ３９.６％ -1.5

無解答率
市 県 差
５.３％ ５.２％ 0.1

指導のポイント
目盛りの間隔が異なる２つの

折れ線グラフを比べ、それぞれ
の変化量を読み取り、変化の様
子を説明する問題である。昨年

度も同様の出題があり、比較す

ると若干の改善は見られたが、
引き続き課題である。

グラフについて、紙面の大き
さや目的に応じて、適切な一目
盛りの大きさやグラフ全体の大
きさを決めることができるよう
にする。その際、同じグラフで
あっても、縦軸の幅を変えるこ
となどによって、見え方が異な
ることに気付かせる。また、グ
ラフから値を読み取り、比較し
たり、自分の考えを数学的な表
現を用いてノートに記述し伝え
合ったりする活動を重視し、取
り組ませていく必要がある。

-23-



(5)　中学校第１学年（数学）

　ア　各設問の分類と平均通過率　　※　分析の際に着目したい設問に黄色で着色している。
出題
学年 観 点 別

大
問

中
問

小
問

基礎
・
基本

思考
・
表現

数と
式

図形 関数
資料
の活
用

数学
的な
見方
や考
え方

技能
知識
・
理解

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

1 (1) 中１ ○ ○ ○ 91.6% 0.1% 92.5% 0.0%
　正・負の数の加法の計算が
できるか。

2 (2) 中１ ○ ○ ○ 82.3% 0.2% 83.0% 0.2%
　負の数の累乗の計算ができ
るか。

3 (3) 中１ ○ ○ ○ 83.4% 0.5% 83.8% 0.5%
　正・負の数の四則の混じっ
た計算ができるか。

4 (4) 中１ ○ ○ ○ 71.9% 3.5% 71.5% 3.5%
　１次式と数の除法の計算が
できるか。

5 (5) 中１ ○ ○ ○ 64.2% 3.8% 63.8% 4.0%
　分配法則を使い，同類項を
まとめることができるか。

6 2 中１ ○ ○ ○ 90.4% 0.2% 91.1% 0.2%
　正・負の数，０の大小関係
が理解できているか。

7 3 中１
思・表

１
○ ○ 81.0% 3.4% 82.4% 3.2%

　平均を求めるために，正・
負の数を利用して式をつくる
ことができるか。

8 1 中１ ○ ○ ○ 71.5% 0.7% 73.2% 0.5%
　数の集合と四則計算の可能
性について理解しているか。

9 2 中１ ○ ○ ○ 84.8% 3.3% 86.7% 2.7%
　文字に数を代入し，式の値
を求めることができるか。

10 3 中１ ○ ○ ○ 77.5% 4.4% 79.2% 4.1%
　１次方程式を解くことがで
きるか。

11 4 中１ ○ ○ ○ 58.3% 4.7% 62.0% 4.0%
　具体的な事象から数量関係
を捉え，不等式で表すことが
できるか。

12 5 小６ ○ ○ ○ 48.1% 0.9% 49.6% 1.1%
　グラフから，数量関係が比
例の関係であることを見いだ
すことができるか。

13 (1) 小６ ○ ○ ○ 90.8% 1.6% 90.9% 1.7%
　与えられた資料から，表を
完成させることができるか。

14 (2) 小６
思・表

３
○ ○ 49.3% 8.2% 51.2% 8.1%

　合計の異なる２つの資料を
比較するために，割合をそれ
ぞれ求めて説明することがで
きるか。

15 1 小４ ○ ○ ○ 95.8% 0.3% 96.1% 0.4%
　立体の展開図を組み立てた
ときにできる立体の名前を理
解しているか。

16 2 小４ ○ ○ ○ 95.6% 0.6% 95.9% 0.8%
　立体の展開図を組み立てた
ときの面と平行な面の位置関
係を理解しているか。

17 3 小６ ○ ○ ○ 68.4% 2.7% 67.9% 3.0%
　立体の体積を求めることが
できるか。

18 (1) 中１
思・表

３
○ ○ 80.1% 0.8% 81.5% 0.9%

　図形の移動について考える
ことができるか。

19 (2) 中１
思・表

３
○ ○ 16.8% 7.6% 19.1% 7.7%

　図形の移動について考える
ことができるか。

20 2 中１ ○ ○ ○ 88.0% 3.2% 87.6% 3.8%
　中点を作図するために，垂
直二等分線を利用することが
できるか。

21 1 中１ ○ ○ ○ 78.8% 1.4% 79.1% 1.6%
　問題の指示された条件に
従って，枚数を求めることが
できるか。

22 2 中１
思・表

１
○ ○ 63.4% 3.6% 65.3% 4.0%

　規則性に気付き，文字式を
利用して表現することができ
るか。

23 3 中１
思・表

２
○ ○ 47.8% 7.4% 49.6% 7.5%

　新たな条件のもと，文字式を
利用して枚数の過不足を判断
し，その理由を説明することが
できるか。

24 1 小６ ○ ○ ○ 70.2% 7.4% 71.9% 6.9%
　与えられた条件から速さを
求めることができるか。

25 2 小６
思・表

３
○ ○ 29.9% 12.6% 33.0% 11.8%

　道のりと速さの関係から，
判断の理由を説明することが
できるか。

26 1 小６ ○ ○ ○ 93.4% 3.7% 93.1% 3.8%
　組み合わせを考えるための
図を完成させることができる
か。

27 2 小６
思・表

１
○ ○ 68.2% 5.7% 68.8% 5.6%

　組み合わせの重なりに気付
き，もれなく組み合わせの数
を求めることができるか。

28 3 小６
思・表

２
○ ○ 54.7% 6.6% 56.9% 6.4%

　示された考え方を利用し
て，組み合わせの数を重なり
やもれがないよう求めること
ができるか。

問題数 19 9 14 6 3 5 9 14 5
出題
割合

67.9% 32.1% 50.0% 21.4% 10.7% 17.9% 32.1% 50.0% 17.9%

79.2% 54.6% 3.5% 79.9% 56.4% 3.5%

5

県平均通過率 市平均通過率 校内通過率

1

問題内容別

7

1

計

平均
通過率

71.3%

1

6

2

3

4

設問

出題の意図

72.4%

内容領域別

6
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問３ 小学校６学年「立体の体積」 【基礎・基本】

令和元年度平均通過率
市 県 差

６７.９％ ６８.４％ -0.5
平成３０年度平均通過率
市 県 差

《平成３０年度の類似問題》 ４４.９％ ４２.９％ 2.0

指導のポイント
展開図から組み立てた立体の体積を求める「基礎・基本」の問題であり、昨年度も同様に出

題されている。今回は、底面の形が考えやすい図形であったため、平均通過率は、昨年度を上
回っているが、県と比較すると下回っている。
展開図から立体を具体的につくる活動等を通して、一つの立体図形から、一通りではなく幾

つかの展開図をかくことができることや、展開図からできあがる立体図形を想像できるように
なることが大切である。また、立体の体積の求め方については、図形を構成する要素などに着
目させ、図形の面積の学習と関連付けながら、具体的な立体を用いるなどして丁寧に繰り返し
指導を行うことが重要である。

(ｲ) 大問６ 小学校６学年「道のりと速さ」 【思考・表現３】
平均通過率

市 県 差
３３.０％ ２９.９％ 3.1

無解答率
市 県 差

１１.８％ １２.６％ -0.8

指導のポイント
道のりと速さの関係から判断

の理由を説明することに課題が
見られ、無解答率も高い。
日常生活や社会の事象を考察

する場面では、与えられた表か
ら必要な情報を選択したり、グ
ラフを事象に即して捉えたりし
て、数学的な結果を事象に即し
て解釈できるようにすることが
大切である。事象を理想化した
り、単純化したりして数学の問
題として捉え、日常生活におけ
る問題を数学を活用して解決で
きるように指導することが大切
である。
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大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数学
的な
見方
や考
え方

技能
知識
・

理解

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解答
率

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解答
率

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解答
率

1 (1) 中１ ○ ○ ○ 93.2% 0.4% 93.8% 0.4%
　正・負の数の四則の混じっ
た計算ができるか。

2 (2) 中２ ○ ○ ○ 83.4% 0.7% 83.2% 0.9%
　多項式と多項式の減法がで
きるか。

3 (3) 中２ ○ ○ ○ 83.0% 0.6% 82.7% 0.6%
　負の符号がついた単項式の
累乗の計算ができるか。

4 (4) 中２ ○ ○ ○ 88.7% 3.4% 88.7% 3.8% 　単項式の除法ができるか。

5 2 　 中２ ○ ○ ○ 62.6% 4.7% 62.6% 5.1%
　文字式を計算し，文字に数
を代入し，式の値を求めるこ
とができるか。

6 3 中２ ○ ○ ○ 60.1% 11.2% 61.0% 11.8%
　等式の性質を用いて，等式
を変形できるか。

7 1 中２ ○ ○ ○ 79.0% 5.4% 80.3% 5.6%
　加減法や代入法を利用し
て，連立方程式を解くことが
できるか。

8 2 中２ ○ ○ ○ 35.1% 11.6% 39.9% 12.2%
　数量の関係を捉え，２元１
次方程式を立式できるか。

9 1 中１ ○ ○ ○ 66.3% 8.0% 64.8% 10.0%
　辺上にない点から引いた垂
線の作図ができるか。

10 2 中２ ○ ○ ○ 65.1% 2.2% 68.7% 2.5%
　補助線をひき，平行線の性
質を用いて角度を求めること
ができるか。

11 3 中２ ○ ○ ○ 62.2% 5.3% 66.1% 6.2%
　証明の根拠として用いられ
ている三角形の合同条件を理
解しているか。

12 4 中１ ○ ○ ○ 46.6% 9.8% 49.0% 10.1%
　直角三角形が回転移動する
ことによってできた円錐の体
積を求めることができるか。

13 1 中１ ○ ○ ○ 58.5% 7.3% 59.5% 7.4%
　比例の式を求めることがで
きるか。

14 2 中１ ○ ○ ○ 61.6% 1.8% 62.2% 2.2%
　反比例のグラフの特徴を理
解しているか。

15 1 中２ ○ ○ ○ 77.7% 6.1% 79.2% 6.3%
　問題場面における考察の対
象を適切に捉えることができ
るか。

16 2 中２
思・表

３
○ ○ 39.8% 16.9% 42.0% 17.6%

　予想された考えを，文字を
利用して説明することができ
るか。

17 3 中２
思・表

２
○ ○ 65.5% 17.6% 67.1% 18.4%

　発展的に考え，予想した事
柄を説明することができる
か。

18 1 中２
思・表

３
○ ○ 71.4% 1.6% 74.0% 2.0%

　与えられた図形を基に，五
角形の内角の和を求める式を
判断することができるか。

19 2 中２
思・表

２
○ ○ 67.9% 5.9% 70.4% 6.5%

　五角形の内角の和を求める
式の意味を読み取ることがで
きるか。

20 3 中２
思・表

２
○ ○ 33.2% 32.3% 35.3% 32.8%

　n角形の外角の和を求める
ことができるか。

21 1 中１ ○ ○ ○ 79.9% 3.7% 79.3% 4.2%
　グラフの一部がどのような
事象に対応しているのかを読
み取ることができるか。

22 2 中１
思・表

１
○ ○ 71.1% 2.8% 71.3% 3.1%

　グラフの２点のy座標の差
を事象に即して解釈すること
ができるか。

23 3 中１
思・表

２
○ ○ 44.2% 9.3% 45.1% 10.4%

　与えられた条件から比例の
グラフをかくことができる
か。また，グラフから必要な
数量を読み取ることができる
か。

24 1 中１ ○ ○ ○ 16.9% 15.0% 19.0% 14.4%
　与えられた資料の代表値を
適切に求めることができる
か。

25 2 中１
思・表

１
○ ○ 31.2% 36.1% 32.3% 35.6%

　資料の傾向を的確に捉え，
判断の理由を数学的な表現を
用いて説明することができる
か。

26 3 中１
思・表

１
○ ○ 33.7% 9.2% 36.2% 9.0%

　ヒストグラムや適切な代表
値を基に，資料の傾向を読み
取り，説明することができる
か。

問 題 数 17 9 11 7 5 3 9 14 3

出題
割合 65.4% 34.6% 42.3% 26.9% 19.2% 11.6% 34.6% 53.8% 11.6%

65.9% 50.9% 8.8% 67.1% 52.7% 9.2%

校内通過率

(6)　中学校第２学年（数学）

　ア　各設問の分類と平均通過率　　※　分析の際に着目したい設問に黄色で着色している。

出題の意図

7

2

設問

出題
学年

問題内容別

1

1

市平均通過率内容領域別 観 点 別 県平均通過率

3

6

5

4

8

平均
通過率

計

60.7% 62.1%

-26-



イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問４ 第１学年「作図」 【基礎・基本】

令和元年度平均通過率
市 県 差

６４.８％ ６６.３％ -1.5
《平成３０年度の類似問題》 令和元年度無解答率

市 県 差
１０.０％ ８.０％ 2.0

平成３０年度平均通過率
市 県 差

７６.５％ ７６.８％ -0.3
平成３０年度無解答率
市 県 差
８.１％ ８.３％ -0.2

指導のポイント
一つの頂点から対辺へ垂線を作図する「基礎・基本」の問題であり、昨年度も同様に出題さ

れている。昨年度との違いは、三角形の向きであるが、平均通過率は、昨年度を下回っており、
県との差も広がっている。
作図の方法を一方的に与えるのではなく、図形の対称性や図形を決定する要素に着目して作

図の方法を見いだし、その方法を図形の性質や関係に基づいて説明する活動を大切にすること
が重要である。また、今年度の出題にあったように、頻出の図形以外の様々な作図にも取り組
ませていく。

(ｲ) 大問８ 第１学年「資料の活用」 【基礎・基本】
※ 問題文 一部省略 １ 平均通過率

市 県 差
１９.０％ １６.９％ 2.1

１ 無解答率
市 県 差

１４.４％ １５.０％ -0.6
【思考・表現１】

２ 平均通過率

市 県 差

３２.３％ ３１.２％ 1.1

２ 無解答率

市 県 差

３５.６％ ３６.１％ -0.5

【思考・表現１】

３ 平均通過率
市 県 差

３６.２％ ３３.７％ 2.5

指導のポイント
１は代表値に関する「基礎・

基本」の問題であるが、平均通
過率は低く、無解答率は高い。
２、３は、資料の傾向を捉え

説明する問題であるが、ともに
平均通過率は３０％台である。
問題場面から解決に必要な情報
や資料等を選択し、言葉や数、
式、表、グラフ等を用いて、考
えを数学的に表現する活動を繰
り返し行うことが大切である。
また、生徒の説明をしっかり評
価し、正答例を示すことも大切
である。
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市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

小５ 86.5% 87.5% -1.0 69.7% 70.2% -0.5 80.4% 81.2% -0.8
中１ 73.0% 71.5% 1.5 53.0% 51.3% 1.7 66.4% 64.8% 1.6
中２ 62.5% 61.6% 0.9 52.5% 50.7% 1.8 59.2% 58.0% 1.2

４　理科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

　(1)　全体

思考・表現

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ

○ 小５は、県をやや下回っているが、県の目標値（「基礎・基本」８割、「思考・表現」５割、「全
体」７割）は全て上回っている。３・４年生の内容の定着が引き続き課題である。

○ 中１、中２は県を上回っているが、どちらも「基礎・基本」、「全体」が県の目標値に届いておら
ず課題である。また、中１は小６の内容、中２は記述式の無解答率について特に課題が見られる。

◆ 系統性を踏まえた指導を行うために、本調査問題等を活用して既習内容の定着状況を確認する。
◆ 「問題解決の過程」（小学校）や「科学的な探究の過程」（中学校）が形式的なものとならないよ
うにするために、児童生徒の予想や仮説に基づいた検証計画の立案や考察を行うようにする。

◆ 教科書や問題文をまずは各自で読み取らせ、その上でよく分からないところを指摘させ、教師によ
る説明等を行うようにする。考えを記述させた後は、吟味し合い、自分自身で修正するようにする。

【小学校第５学年】

【中学校第１学年】

【中学校第２学年】
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　　 　ア　小学校第５学年

市 県

A　物質・エネルギー 75.8% 76.7% -0.9
B　生命・地球 87.0% 87.6% -0.6  

イ　中学校第１学年

市 県

エネルギー 68.7% 67.7% 1.0
粒子 64.2% 61.8% 2.4
生命 69.4% 67.6% 1.8
地球 62.4% 62.3% 0.1

ウ　中学校第２学年

市 県

エネルギー 47.6% 46.1% 1.5
粒子 56.7% 55.2% 1.5
生命 72.2% 70.9% 1.3
地球 54.8% 54.0% 0.8

　　 　ア　小学校５年生

市 県

科学的な思考・表現 69.7% 70.2% -0.5
観察・実験の技能 93.8% 94.1% -0.3  

知識・理解 85.3% 86.3% -1.0

　　 　イ　中学校１年生

市 県

科学的な思考・表現 53.0% 51.3% 1.7
観察・実験の技能 59.6% 57.3% 2.3  

知識・理解 73.9% 72.4% 1.5

　　 　ウ　中学校２年生

市 県

科学的な思考・表現 52.5% 50.7% 1.8
観察・実験の技能 60.0% 59.5% 0.5  

知識・理解 63.4% 62.3% 1.1

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　(2)　内容・領域別平均通過率

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

県との差
平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

る説明等を行うようにする。考えを記述させた後は、吟味し合い、自分自身で修正するようにする。

62.3%

67.6%

61.8%

67.7%

62.4%

69.4%

64.2%

68.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球

生命

粒子

エネルギー 市

県

54.0%

70.9%

55.2%

46.1%

54.8%

72.2%

56.7%

47.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球

生命

粒子

エネルギー
市

県

87.6%

76.7%

87.0%

75.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

B 生命・地球

A 物質・エネ

ルギー

市

県

86.3%

94.1%

70.2%

85.3%

93.8%

69.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解

観察・実験の技能

科学的な思考・表現 市

県

72.4%

57.3%

51.3%

73.9%

59.6%

53.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解

観察・実験の技能

科学的な思考・表現 市

県

62.3%

59.5%

50.7%

63.4%

60.0%

52.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解

観察・実験の技能

科学的な思考・表現 市

県

○ 小５は、内容・領域別平均通過率、観点別通過率のいずれも７割を上回っているが、県の平
均通過率は下回っている。

○ 中１、中２は全て県を上回っているが、内容・領域別平均通過率では、中２はエネルギー、
粒子、地球の領域が６割を下回っており、課題である。また、観点別平均通過率では、中１、
中２のどちらも科学的な思考・表現及び観察・実験の技能が６割を下回っており、課題であ
る。

◆ 方位や磁石の極性、電気回路、気象観測、モデル化やグラフ化について全学年で重視する。
◆ 実験器具は、操作の意味を理解させた上で一人一人に十分操作させ、相互に確認させる。
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大
問

中
問

小
問

基礎
・
基本

思考
・
表現

Ａ
物質
・

エネル
ギー

Ｂ
生命
・

地球

科学
的な
思考
・

表現

観察
・

実験
の

技能

知識
・
理解

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

1 1 小５ ○ ○ ○ 86.6% 0.0% 85.7% 0.0%
　メダカの雌雄を見分ける方
法を理解しているか。

2 2 小５ ○ ○ ○  93.2% 0.0% 93.3% 0.0%
  解剖顕微鏡や双眼実体顕微
鏡の適切な操作方法を身に付
けているか。

3 3 小５ ○ ○ ○ 89.8% 0.0% 89.5% 0.0%

　メダカが産んだ卵の中の様
子と時間の経過とを関係付け
ながら，卵の中の変化を理解
しているか。

4 1 小４ ○ ○ ○ 91.6% 0.1% 91.5% 0.1%
　水を冷やしていくと，０度
で凍り始めることを理解して
いるか。

5 2 小４ ○ ○ ○ 83.2% 0.2% 80.4% 0.2%
  水がすべて氷になった後，
さらに冷やすと０℃以下にな
ることを理解しているか。

6 3 小４ ○ ○ ○ 71.4% 0.0% 70.2% 0.0%
　水が氷になると体積が増え
ることを理解しているか。

7 1 小３ ○ ○ ○ 91.4% 0.1% 90.1% 0.0%
　磁石は鉄でできた物を引き
付けることを理解している
か。

8 2 小３ ○ ○ ○ 67.4% 0.1% 66.6% 0.2%
　磁石の異極は引き合うこと
を理解しているか。

9 3 小３ 思・表
３

○ ○ 66.3% 0.0% 66.0% 0.0%
  磁石の性質を理解した上
で，実験結果を考えることが
できるか。

10 1 小４ ○ ○ ○ 87.6% 0.1% 86.4% 0.1%
　乾電池の向きを変えると，
回路を流れる電流の向きが変
わることを理解しているか。

11 2 小４ ○ ○ ○ 85.0% 0.5% 82.2% 0.7%

　乾電池２個のつなぎ方は，
直列つなぎと並列つなぎの２
つに分けられることを理解し
ているか。

12 3 小４
思・表

１
○ ○ 　 70.5% 0.8% 69.8% 1.2%

　乾電池１個のときと２個を
直列・並列につないだときの
電流の働きを，電流の強さと
関係付けて考察できている
か。

13 1 小５ ○ ○ ○ 96.3% 0.4% 95.7% 0.6%
　植物の芽が出ることを発芽
ということを理解している
か。

14 2 小５
思・表

１
○ ○ 89.7% 0.5% 88.7% 0.7%

　条件を制御して実験方法を
立案することができるか。

15 3 小５
思・表

１
○ ○ 73.0% 0.7% 70.7% 1.1%

　発芽の実験結果から結論を
考察することができるか。

16 1 小５
思・表

１
○ ○ 74.2% 1.9% 74.7% 2.2%

　水を流す前と後の実験結果
を比較し，結論を考察できて
いるか。

17 2 小５ ○ ○ ○ 95.3% 0.1% 95.0% 0.1%

　雨の降り方によって，流れ
る水の速さや量は変わり，増
水により土地の様子が大きく
変化する場合があることを理
解しているか。

18 3 小５ ○ ○ ○ 90.6% 0.1% 89.7% 0.1%

　山と平地で水の流れの速さ
により川の岩や石の形に違い
ができることを理解している
か。

19 1 小５ ○ ○ ○ 95.0% 0.2% 94.3% 0.3%
　ろ過の操作方法を理解して
いるか。

20 2 小５
思・表

３
○ ○ 79.9% 0.2% 78.3% 0.4%

  ろ過後の水溶液の様子をモ
デルで説明することができる
か。

21 3 小５
思・表

１
○ ○ 31.1% 0.2% 31.2% 0.3%

　グラフで示した実験結果を
基に，水の温度とミョウバン
が溶ける量を関係付けて考察
することができるか。

22 4 小５
思・表

１
○ ○ 76.8% 0.3% 78.0% 0.4%

　物が水に溶ける量は，水の
温度や量によって違うという
性質を利用して，溶けている
物を取り出す方法を考えるこ
とができるか。

問題数 14 8 13 9 8 2 12

出題
割合 63.6% 36.4% 59.1% 40.9% 36.4% 9.1% 54.5%

87.5% 70.2% 0.3% 86.5% 69.7% 0.4%

7

6

計

平均通過率

81.2% 80.4%

校内通過率観 点 別内容領域別問題内容別

出題
学年

5

県平均通過率

(4)　小学校第５学年（理科）

　 ア　各設問の分類と平均通過率　　※　分析の際に着目したい設問に黄色で着色している。

出題の意図

設問

4

1

3

2

市平均通過率
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問３ 第３学年「磁石の性質」

３ 太郎さんと正子さんが、磁石と金属のくぎ、方位磁針を使って実験しています。太郎さん (2)【基礎・基本】
が磁石に２本のくぎを近づけると、図１のようにつきました。次の各問いに答えましょう。 平均通過率
(2) 省略【㋐の釘の両端の極を方位磁針の振れから判断する問題】 市 県 差
(3) (2)の実験の結果について話した太郎さんと正子さんの会話を読んで、次の問いに答 ６６.６％ ６７.４％ -0.8
えましょう。 (3)【思考・表現３】

太郎： 図２で、㋐のくぎに㋑のくぎがついていたけど、 平均通過率
㋐のくぎのどの部分にもくぎがつくのかな。㋑の 市 県 差
くぎと同じ金属でできている小さなくぎを近づけ ６６.０％ ６６.３％ -0.3
て、調べてみよう。

正子： ㋐のくぎは、磁石になっているから（ ）は 指導のポイント

ずだよ。 高学年になっても磁石の極

正子さんの言葉の中の（ ）には、どのような文が入るでしょうか。 に関する基本的な理解が不十

最も適切なものを次のア～ウから１つ選び，記号を□に書きましょう。 分な児童が一定数存在するこ

ア イ ウ とが伺える。電磁石の学習の

前に過去の調査問題やかごし

ま学力向上支援Ｗｅｂシステ

ムの評価問題等を活用して定

Ａの部分の近くだ Ａの部分とＢの部分 Ａの部分とＢの部分と 着度を確認し、授業では、磁

け小さなくぎがつく。 の近くだけ小さなくぎが ＡとＢの真ん中の部分 石の性質を確認するなどの補

つく。 に小さなくぎがつく。 充指導が必要である。

(ｲ) 大問４ 第４学年「電流の働き」 【思考・表現１】
４ (3) 次の表は、太郎さんが図１～図３の回路に流れる電流の強さをけん流計で調べ、 平均通過率

まとめたものです。図２と図３のモーターの回る速さは、図１のモーターの回る速さ 市 県 差
と比べて、表からどのようになったと考えられますか。それぞれ□に書きましょう。 ６９.８％ ７０.５％ -0.7

例年課題が継続している内
容である。児童の関心が直列
つなぎに向きがちであるこ
と、図と実際の配線が一致し
にくいことなどを踏まえ、並
列つなぎについて繰り返し指
導する必要がある。その際、
検流計や電子オルゴール（極を逆

図２のモーターの回る速さは につなぐと音が鳴らず、電流の大きさで音量が変わる）

図３のモーターの回る速さは 等も用いて電流の向きと大き
さを意識させる必要がある。

(ｳ) 大問７ 第５学年「物の溶け方」 【思考・表現１】
７ 次に，太郎さんたちは，ろ過した後の水よう液からミョウバンを取り出すことにしま 平均通過率
した。太郎さんたちは，図のグラフをもとに話をしています。 市 県 差

３１.２％ ３１.１％ 0.1
太郎： ミョウバンは水の温度が下がると、とける量も少

なくなるから、水よう液を冷やせば、とけきれなく グラフから必要な情報を取
なったミョウバンが出てくるはずだよ。 り出し、思考する問題は、前

正子： 冷ぞう庫でミョウバンの水よう液を冷やしたらミ 回も類似問題が出題されてい
ョウバンが出てきたよ。今、水よう液の温度は10℃ るが、課題が継続している【４
になっているけど、ミョウバンはどれくらい出てき (1)市平均通過率49.7％】。
たのかな。 実験結果をグラフ化する活

太郎： すながまざる前のミョウバンは、スプーンすり切り10ぱい分だったよ。出てきた 動を積極的に行うとともに、
ミョウバンの量は、水の温度ととける量との関係のグラフから、予想できるね。 作成したグラフを基に、「こ

の場合はどうなるか。」など
(3) ２人の会話から，出てきたミョウバンの量は，すり切り何はい分と予想できるでしょ と他の条件での実験結果を予
うか。最も適切なものを次のア～エから１つ選び，記号を□に書きましょう。 想させたり、検証実験を行っ

ア １ぱい分 イ ３ばい分 ウ ５はい分 エ ７はい分 たりすることが必要である。
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大
問

中
問

小
問

基
礎
・
基
本

思考
・
表現

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

科学
的な
思考
・

表現

観察
・

実験
の

技能

知識
・

理解

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

1 1 中１ ○ ○ ○ 41.7% 0.1% 43.7% 0.0%
  被子植物と裸子植物にはどちらも胚
珠があることを理解できているか。

2 2 中１ ○ ○ ○ 88.0% 0.1% 89.3% 0.1%
　顕微鏡の特性を光の性質を基に理解
しているか。

3 3 中１ ○ ○ ○ 78.9% 1.2% 82.6% 1.0%
　被子植物と裸子植物の違いを理解し
ているか。

4 1 中１ ○ ○ ○ 92.3% 0.2% 92.5% 0.2% 　気孔について理解しているか。

5 2 中１ ○ ○ ○ 74.5% 0.3% 73.5% 0.3% 　葉の道管の位置を理解しているか。

6 3 中１
思・表
１

○ ○ 50.4% 5.5% 54.7% 5.2%
　表の結果から蒸散量を求めることがで
きるか。

7 1 中１ ○ ○ ○ 74.2% 0.2% 76.0% 0.2% 　気体の発生方法を理解しているか。

8 2 中１ ○ ○ ○ 64.4% 5.7% 68.4% 5.0% 　有機物について理解しているか。

9 1 中１ ○ ○ ○ 73.3% 0.2% 74.6% 0.3%
　金属に共通する性質を理解している
か。

10 2 中１ ○ ○ ○ 57.3% 1.3% 59.6% 1.3%
　メスシリンダーの値を読み取り,物質の
体積を求めることができるか。

11 3 中１
思・表
２

○ ○ 54.9% 1.1% 58.1% 1.1%
　質量と体積の値から密度を求め，金
属を同定できるか。

12 1 小６ ○ ○ ○ 89.8% 0.9% 90.4% 1.0% 　月の光る理由を理解しているか。

13 2 小６ ○ ○ ○ 72.1% 1.0% 72.8% 1.1%
　地球と太陽，月の位置関係から月の
見え方を理解しているか。

14 3 小６
思・表
２

○ ○ 25.0% 0.5% 24.0% 0.5%
　月の見え方から，その時間帯及び太
陽の位置を推測できるか。

15 1 中１ ○ ○ ○ 94.4% 0.3% 94.9% 0.4% 　光源について理解しているか。

16 2 中１ ○ ○ ○ 61.2% 0.4% 61.2% 0.4%
　凸レンズを通過した光によってスク
リーンにできる像が，上下左右逆向きの
像になることを理解しているか。

17 3 中１
思・表
２

○ ○ 51.0% 3.1% 50.9% 3.2%
　作図によってレンズの焦点を求めるこ
とができるか。

18 1 中１ ○ ○ ○ 70.9% 1.6% 72.5% 2.0%
　音を出している物体は振動しているこ
とと，大気中で音を伝えている物質は
空気であることを理解しているか。

19 2 中１
思・表
２

○ ○ 71.0% 1.5% 74.0% 1.8%
　音の変化の理由について，音が伝わ
る原理を基に推測することができるか。

20 3 中１
思・表
２

○ ○ 37.1% 0.8% 37.6% 0.9%
　音の大小，高低から適切な波形を導
き出すことができるか。

21 1 中１ ○ ○ ○ 46.6% 8.3% 50.1% 7.7% 　融点について理解しているか。

22 2 中１
思・表
３

○ ○ 78.5% 0.8% 78.6% 0.9%
　物質が固体に状態変化するときの様
子を，粒子モデルを使って表現できる
か。

23 3 中１ ○ ○ ○ 64.3% 0.8% 66.3% 0.8% 　密度について理解しているか。

24 ４ 中１
思・表
２

○ ○ 42.4% 1.0% 45.9% 1.1%
　実験の結果から生じた疑問を別の現
象に適用させて表現できるか。

問題数 16 8 7 9 5 3 8 1 15

出題
割合

66.7% 33.3% 29.2% 37.5% 20.8% 12.5% 33.3% 4.2% 62.5%

71.5% 51.3% 1.5% 73.0% 53.0% 1.5%

3

4

出題
学年

内容領域別

66.4%
平均通過率

64.8%

観 点 別 県平均通過率 市平均通過率

出題の意図

校内通過率問題内容別

計

5

2

6

7

8

設問

1

(5)　中学校第１学年（理科）

　 ア　各設問の分類と平均通過率　　※　分析の際に着目したい設問に黄色で着色している。
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問４ 第１学年「身の回りの物質とその性質」 【基礎・基本】

４ 図１の金属Ａ，Ｂがそれぞれどのような物質でで (2) 平均通過率
きているか調べるために、電子てんびんとメスシリ 市 県 差
ンダーを用いて，質量と体積をはかりました。表は、 ５９.６％ ５７.３％ 2.3
このときの質量を示したものです。次の各問いに答 【思考・表現２】
えなさい。 (3) 平均通過率

市 県 差
⑵ 50㎤の水を入れた100mLメスシリンダーに金属Ａを入れたところ、目 ５８.１％ ５４.９％ 3.2
もりは図２のようになった。金属Ａの体積は何㎤か。ただし、１mL＝１

㎤とする。 メスシリンダーは個別に操
作させ、目盛りの読み方等を

⑶ 金属Ｂの体積は、5.0㎤であった。この金属はどの金属と考えられる 相互に確認させたい。密度の
か。最も適切なものをア～エの中から1つ選び、記号で答えよ。 指導では、単位への着目に加
ア 金（密度19.32g/㎤） イ アルミニウム（密度2.70g/㎤） え、同体積の物質の比較観察
ウ 銅（密度8.96g/㎤） エ 鉄（密度7.87g/㎤） による実感を重視したい。

(ｲ) 大問５ 小６「月と太陽」 【思考・表現２】
５ ⑶ 下の□は，図２のような月が南の空に見える時間帯とそのように 平均通過率

判断した理由をまとめたものである。アについては、「午前」・「午後」 市 県 差
のいずれかを○でかこみ、イの（ ）については、東、西、南、北の ２４.０％ ２５.０％ -1.0
うち方位を記入せよ。

実際の現象とモデルが結び付
ア：時間帯 午前・午後 いていないことが考えられる。
イ：理 由 月の左側が光っており、太陽が（ ）の位置にあるから どの学年でも観測を重視し、方

位にも十分慣れ親しませたい。

(ｳ) 大問７ 第１学年「音の性質」 【思考・表現２】
７ ⑶ おんさＡをたたいたときに出た音を， (3) 平均通過率

マイクロフォンを通してコンピュータの 市 県 差
画面に表したところ，図２のようになっ ３７.６％ ３７.１％ 0.5
た。次に，図３のようにおんさＡにおも

りをつけてたたいたら，音は小さく，低くなった。 「２学期の重点課題」から
そのときの，コンピュータの画面として最も適切なものを，次のア～エから１つ選 の出題である。音の波形が具
び，記号で答えよ。（一部省略） 体的にイメージできていない

ことが考えられるため、スパ
イラル綴じノートを用いた実
験や、動画コンテンツやゴム
ロープを活用した振動の可視
化等の工夫が求められる。

(ｴ) 大問８ 第１学年「状態変化」 【基礎・基本】
８ ⑴ 下線部について，観察した後にそのままにしておいたら，固体になった物質は再び (1) 平均通過率

液体になった。このように，固体がとけて液体に変化するときの温度を何というか。 市 県 差
⑷ 太郎さんは，密度についてまとめた後，ものの浮き沈みに興味をもった。そこで， ５０.１％ ４６.６％ 3.5
液体窒素でこおらせたエタノールの固体をエタノールの液体に入れる実験を企画し， 【思考・表現２】
エタノールの固体はエタノールの液体に入れた直後に浮くか，沈むかを予想した。エ (4) 平均通過率
タノールの固体が「浮く」か，「沈む」かいずれかを○でかこみ，下の【太郎さんの 市 県 差
予想】の文章中の（ ）に入る適切な言葉を書け。 ４５.９％ ４２.４％ 3.5
ただし，以下の【条件】で行う実験に基づいて予想するものとする。

【条件】 「融点」など日常生活であ
① エタノールの固体と液体は同じ，質量とする。 まり使用されない用語は、特
② エタノールの固体は，常温のエタノールの液体に入れると，短い時間でとけて液 に定着を確認する必要があ
体になるため，液体のエタノールを固体にならない程度に十分に冷やす。また，固 る。密度については、体積や
体を液体に入れた直後の様子について考える。 質量との関係を説明する活動

の充実を図る必要がある。ま
【太郎さんの予想】 た、一般的に同一物質の密度
エタノールの固体は，エタノールの液体に入れると（浮く・沈む）。 は、液体に比べ固体は小さく
同じ質量のエタノールは固体の体積が液体より（ ）なり，固体の密度が液体 なること（水は例外であるこ

の密度より（ ）なるから。 と）を理解させる必要がある。
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大
問

中
問

小
問

基礎
・
基本

思考
・
表現

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒子 生命 地球

科学
的な
思考
・

表現

観察
・
実験
の
技能

知識
・

理解

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

1 1 中２ ○ ○ ○ 77.0% 7.1% 79.6% 6.8%
　肺のつくりの名称について理解
しているか。

2 2 中２ ○ ○ ○ 84.8% 0.2% 85.5% 0.2%
　血液の成分とその役割を理解し
ているか。

3 3 中２ ○ ○ ○ 60.7% 2.3% 61.2% 2.4%
　肺胞で行われる気体交換につ
いて理解しているか。

4 4 中２
思・表

２
○ ○ 42.5% 13.8% 46.6% 14.1%

　セキツイ動物の呼吸器に共通し
て見られる表面積を増やすしくみ
を類推できるか。

5 1 中２ ○ ○ ○ 92.9% 1.9% 92.6% 2.1%
　セキツイ動物の分類とその名称
（両生類）を理解しているか。

6 2 中２
思・表

１
○ ○ 74.8% 0.3% 75.7% 0.3%

　セキツイ動物の種類について，
その共通点と相違点から分類す
ることができるか。

7 3 中２
思・表

２
○ ○ 63.9% 2.2% 64.0% 2.2%

　セキツイ動物の種類について，
その相違点から生物の進化の過
程を類推できるか。

8 1 中１ ○ ○ ○ 42.7% 0.5% 43.7% 0.4%
　火山噴出物の種類を理解でき
ているか。

9 2 中１
思・表

１
○ ○ 62.4% 5.6% 64.3% 6.3%

　周辺の地層のつながりから，調
査場所の地層の様子を推測でき
るか。

10 3 中１
思・表

１
○ ○ 42.3% 0.6% 42.1% 0.7%

　火成岩，堆積岩のつくりの違い
から岩石を同定できるか。

11 1 中１ ○ ○ ○ 87.0% 0.6% 87.5% 0.5%
　同じ大きさの力が働いても，接
する面積によって圧力は変わるこ
とを理解しているか。

12 2 中１ ○ ○ ○ 24.8% 7.9% 25.9% 8.6%
　圧力の求め方を理解し，活用で
きているか。

13 3 中１
思・表

１
○ ○ 38.8% 5.2% 41.9% 5.6%

　表から必要な値を読み取り，浮
力を求める方法を理解している
か。

14 4 中１ ○ ○ ○ 33.8% 0.7% 35.0% 0.7%
　浮力が深さに関係していないこ
とを理解しているか。

15 1 中２ ○ ○ ○ 69.8% 4.5% 71.9% 5.0%
　酸化銅から酸素を取り除いた物
質が何か理解しているか。

16 2 中２ ○ ○ ○ 70.2% 6.1% 72.6% 6.2%
  酸化物から酸素を取り除くときに
おこる化学変化について理解して
いるか。

17 3 中２ ○ ○ ○ 71.0% 1.1% 72.0% 1.3%
　塩化コバルト紙の性質から物質
が水であることを推測できるか。

18 4 中２
思・表

３
○ ○ 49.1% 7.9% 52.3% 8.5%

  酸化銅の還元を理解し，その反
応をモデルで表すことができる
か。

19 1 中２ ○ ○ ○ 37.3% 0.9% 38.0% 0.9%
　酸化マグネシウムの色を知って
いるか。

20 2 中２ ○ ○ ○ 57.4% 7.6% 56.6% 7.9%
　実験結果をグラフに表す「グラフ
のかき方」を理解しているか。

21 3 中２
思・表

１
○ ○ 31.9% 19.0% 33.4% 19.8%

　マグネシウムと酸素の化合比を
利用し，酸化マグネシウムの質量
を求めることができるか。

22 1 中２ ○ ○ ○ 85.0% 1.3% 85.6% 1.5%
　等圧線の間隔と風力との関係
を理解しているか。

23 2 中２ ○ ○ ○ 50.9% 1.5% 50.8% 1.6%
  夏と冬の特徴的な天気図からそ
れぞれに影響を与える高気圧を
理解しているか。

24 3 中２ ○ ○ ○ 40.6% 3.6% 42.0% 3.9%
  冬場の季節風の特徴及び雲が
きえる原因について理解している
か。

問題数 16 8 4 7 7 6 8 4 12

出題
割合

66.7% 33.3% 16.6% 29.2% 29.2% 25.0% 33.3% 16.7% 50.0%

61.6% 50.7% 4.3% 62.5% 52.5% 4.5%

校内通過率市平均通過率

6

7

1

観 点 別内容領域別

5

(6)　中学校第２学年（理科）

　 ア　各設問の分類と平均通過率　　※　分析の際に着目したい設問に黄色で着色している。

出題の意図

59.2%

県平均通過率

4

平均
通過率

58.0%

問題内容別

出題
学年

設問

計

3

2
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問１ 第２学年「動物の体のつくりと働き」 【思考・表現２】

１ ⑷ 右の図４は，フナやオタマジャクシの呼吸器で 平均通過率
ある 「えら」のつくりを表した模式図である。 市 県 差
図２のヒトの肺にみられる袋状のつくりや，図 ４６.６％ ４２.５％ 4.1
４のフナやオタマジャクシの「えら」のようなつ

くりがあると，酸素と二酸化炭素を効率よく交換 いろいろな生物の共通点や相
できるのはなぜか。簡潔に説明せよ。 違点をレポートにまとめるなど

の活動を重視する必要がある。

(ｲ) 大問４ 第１学年「力の世界（圧力、浮力）」 【基礎・基本】
４ 図１のような1000ｇの直方体があります。次の (2) 平均通過率
各問いに答えなさい。ただし，100ｇの物体にはた 市 県 差
らく重力の大きさを１Ｎとします。 ２５.９％ ２４.８％ 1.1
⑵ アのとき，スポンジが直方体から受ける圧力 【思考・表現１】
は何Pa（Ｎ/㎡）か答えよ。 (3) 平均通過率

市 県 差
次に，図３のような500ｇの直方体を図４のように水に入れていき，物体を水に沈めた ４１.９％ ３８.８％ 3.1

深さを変えて，ばねばかりで値を測定しました。表は，水に沈めた深さとばねばかりの 【基礎・基本】
値をまとめたものです。ただし，水に (4) 平均通過率
沈めた深さとは，直方体の下の面と水 市 県 差
面との間の長さとし，物体につなげた ３５．０ ３３．８ 1.2
フックやばねばかりの体積や質量は無

視できるものとします。 前回の追跡調査問題である。
特に、圧力の求め方は昨年度、

⑶ 水に沈めた深さが４cmの 市平均通過率が２４％であり、
とき，物体にはたらく浮力 今回は単位が示されたが改善
の大きさは何Ｎか答えよ。 が見られなかった。計算過程

から間違った理由を明らかに
⑷ 水に沈めた深さが12cmのとき，物体はビーカーの底についてはいなかった。また， させ、繰り返し取り組ませた
水に沈めた深さが10cmのとき，物体は水にすべてつかっていた。 い。浮力についても生徒が苦
深さ12cmのときの物体にはたらく浮力の大きさは，深さ10cmのときと比較してどう 手とする概念である。浮沈子

なるか。最も適切なものを次のア～ウから１つ選び，記号で答えよ。 を用いた説明活動等を積極的
ア 大きくなる イ 小さくなる ウ 変わらない に取り入れたい。

(ｳ) 大問６ 第２学年「化学変化」 【基礎・基本】
６ 図のように，マグネシウムの粉末をステンレスの皿にうすく広げて十分に加熱し，酸 (1) 平均通過率
化マグネシウムをつくる実験を行いました。下の表は５つの班ごとに加熱前のマグネ 市 県 差
シウムの質量をそれ ３８.０％ ３７.３％ 0.7
ぞれ変えて，加熱後 (2) 平均通過率
にできた酸化マグネ 市 県 差
シウムの質量を記録 ５６.６％ ５７.４％ -0.8
したものです。次の 【思考・表現１】
各問いに答えなさ (3) 平均通過率
い。 市 県 差

３３.４％ ３１.９％ 1.5

平成２９年度の追跡調査問
⑴ この実験で，ステンレス皿にできた物質の色として最も適切なものを，次のア～エ 題であるが、引き続き課題で
から１つ選び，記号で答えよ。 ある。グラフの書き方や活用
ア 黒色 イ 白色 ウ 赤色 エ 青色 の前提となる基本的な事項

（【例】酸化：「物質＋酸素→
⑵ 表の空欄になっている「化合した酸素の質量」を求 酸化物」）は、常に掲示し、定
めて，加熱前の「マグネシウムの質量」と「化合した 着するまで確認することが必
酸素の質量」との関係をグラフに表せ。 要である。また、無解答率が

(2)7.9％、(3)19.8％と高いこ
⑶ ３班の結果から得られた「マグネシウムと酸素が結びつく割合」に基づいて，質量 とから、本調査問題等に繰り
1.80ｇのマグネシウムの粉末が完全に酸素と結びついた場合，酸化マグネシウムは何 返し取り組ませ、苦手意識の
ｇできるか求めよ。ただし，解答は小数第２位まで記入すること。 払拭を図りたい。

図１
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市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

中１ 70.7% 69.6% 1.1 65.4% 64.1% 1.3 69.0% 67.9% 1.1

中２ 67.4% 65.2% 2.2 53.7% 51.6% 2.1 63.2% 61.0% 2.2

５　英語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

　(1)　全体

思考・表現

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ

○ 全体では、中１、中２とも、県を上回っている。
○ 「基礎・基本」では、いずれの学年も県を上回っているが、中２は、正答数が半数未満の割合が
高く、課題が見られる。

○ 「思考・表現」では、いずれの学年も県を上回っているが、中２は、４問以下の正答数である生
徒の数が中１より多く、平均正答率が６割に満たない状況であり、課題が見られる。

◆ 学習した語や表現を活用し、自分の考えを書く活動や自分の考えや気持ちなどを即興で伝え合う
言語活動を指導計画に意図的、計画的に組み入れ、英文の読解において、概要や要点について確認
する活動を行い、読み取った内容を表現させるなどの活動を重視する。

【中学校第１学年】

【中学校第２学年】
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ア　中学校第１学年

市 県

聞くこと 76.4% 75.4% 1.0
話すこと 72.1% 71.1% 1.0
読むこと 68.6% 66.6% 2.0
書くこと 57.3% 57.2% 0.1

イ　中学校第２学年

市 県

聞くこと 73.5% 72.3% 1.2
話すこと 60.6% 57.3% 3.3
読むこと 65.0% 62.8% 2.2
書くこと 52.6% 49.8% 2.8

　　 　イ　中学校第１学年

市 県

外国語表現の能力 69.2% 68.3% 0.9
外国語理解の能力 72.7% 71.2% 1.5  

言語文化知識理解 70.7% 69.6% 1.1

　　 　ウ　中学校第２学年

市 県

外国語表現の能力 57.2% 54.6% 2.6
外国語理解の能力 67.9% 66.0% 1.9  

言語文化知識理解 67.4% 65.2% 2.2

平均通過率
県との差

　(2)　内容・領域別平均通過率

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

県との差
平均通過率

平均通過率
県との差

57.2%

66.6%

71.1%

75.4%

57.3%

68.6%

72.1%

76.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

書くこと

読むこと

話すこと

聞くこと

市 県

49.8%

62.8%

57.3%

72.3%

52.6%

65.0%

60.6%

73.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

書くこと

読むこと

話すこと

聞くこと

市 県

69.6%

71.2%

68.3%

70.7%

72.7%

69.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語文化知識

理解

外国語理解の

能力

外国語表現の

能力

市 県

65.2%

66.0%

54.6%

67.4%

67.9%

57.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語文化知識

理解

外国語理解の

能力

外国語表現の

能力

市 県

○ 内容・領域別平均通過率では、全ての内容・領域において県を上回っているが、中１と中２
において、「書くこと」が６割を下回っており、課題が見られる。

○ 観点別平均通過率でも、全ての観点において県を上回っているが、中２においては、「外国
語表現の能力」が６割を下回っており、課題が見られる。

◆ 英語でのやり取りの後に、話したことを書いてまとめたり、読んだことに対する自分の意見
や考えを書き表したりし、思考・判断をしながら表現する「話す」、「書く」言語活動を充実
させるなど、５領域を統合した活動を取り入れるようにする。
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大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

聞く
こと

話す
こと

読む
こと

書く
こと

表
現

理
解

言語や
文化に
ついて
の知
識・理
解

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

1 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ 99.4% 0.0% 99.5% 0.0%
　英語を聞いて起立する指示を聞き取
ることができるか。

2 (2) 中１ ○ ○ ○ ○ 83.3% 0.1% 83.7% 0.1%
　英語を聞いて複数のものの数を聞き
取ることができるか。

3 (3) 中１ ○ ○ ○ ○ 27.4% 0.2% 25.7% 0.2%
　英語を聞いて正しい日付を聞き取る
ことができるか。

4 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 86.4% 0.1% 81.8% 0.1%
　提案に対するお礼の表現を正しく答
えることができるか。

5 (2) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 87.0% 0.1% 90.5% 0.1%
　色を尋ねる質問に正しく答えること
ができるか。

6 (3) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 75.4% 0.2% 74.0% 0.1%
　疑問詞whoseを使った質問に対して正
しく答えることができるか。

7 (4) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 86.1% 0.2% 86.4% 0.2%
　質問に対して指示代名詞itの示すも
のを理解して正しく答えることができ
るか。

8 3 中１ 思・表
１

○ ○ ○ ○ 82.5% 0.1% 85.6% 0.1%
　コミュニケーション場面から考えら
れる質問を選択することができるか。

9 ① 中１ ○ ○ ○ ○ 73.1% 3.4% 80.5% 3.0%
　求められた単語を書けるよう，正し
く聞き取ることができるか。

10 ② 中１ ○ ○ ○ ○ 53.5% 1.6% 56.7% 1.4%
　求められた単語を書けるよう，正し
く聞き取ることができるか。

11 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ 92.7% 0.1% 93.5% 0.1%
　英文の内容を表す絵を正しく選択す
ることができるか。

12 (2) 中１ ○ ○ ○ ○ 65.5% 0.3% 66.1% 0.3%
　表の内容を表す英文を正しく選択す
ることができるか。

13 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ 79.1% 0.3% 79.1% 0.3%
　英文を読んで指示語の内容を正しく
選択することができるか。

14 (2) 中１ ○ ○ ○ ○ 52.4% 0.4% 54.9% 0.5%
　ポスターを正確に読み取り，その内
容を表す英文を選択することができる
か。

15 (1) 中１ 思・表
２

○ ○ 71.3% 0.2% 72.9% 0.2%
　英文の概要を把握して適切なタイト
ルを選択することができるか。

16 ① 中１
思・表

２
○ ○ 56.9% 0.4% 58.8% 0.5%

　対話文の内容を正確に把握し，対話
の流れに合う英文を適切に補うことが
できるか。

17 ② 中１
思・表

２
○ ○ 71.1% 0.4% 71.5% 0.5%

　対話文の内容を正確に把握し，対話
の流れに合う英文を適切に補うことが
できるか。

18 8 中１ 思・表
２

○ ○ 44.6% 0.5% 47.7% 0.6%
　英文を読んで，話し手が最も伝えた
いことを答えることができるか。

19 9 中１ 思・表
２

○ ○ 65.6% 8.1% 72.7% 6.9%

　書かれた内容に対して，自分の行動
を示すことができるよう，話の内容や
書き手の意見などを捉えることができ
るか。

20 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 70.9% 0.5% 72.3% 0.6%
　doを使った否定文の正しい語順を答
えることができるか。

21 (2) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 67.2% 0.5% 71.7% 0.6%
　doesを使った疑問文の正しい語順を
答えることができるか。

22 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 42.7% 4.0% 44.9% 3.9%
　対話の場面を理解し，適切な語を入
れることができるか。

23 (2) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 41.8% 5.6% 41.4% 5.4%
　対話中の空所に当てはまる応答を文
脈から判断し，適切な英語を補って表
現できるか。

24 中１
思・表

３
○ ○ 76.0% 2.6% 72.5% 2.8%

25 中１
思・表

３
○ ○ 45.0% 2.6% 41.3% 2.8%

問題数 17 8 10 9 9 6 11 19 17

出題
割合

68.0% 32.0% 29.4% 26.5% 26.5% 17.6% 23.4% 40.4% 36.2%

69.6% 64.1% 1.3% 70.7% 65.4% 1.3%

(4)　中学校第１学年（英語）

　ア　各設問の分類と平均通過率　　※　分析の際に着目したい設問に黄色で着色している。

出題の意図

4

10

　与えられたメモに沿って，文と文と
のつながりなどに注意してまとまりの
ある英文を書くことができるか。

6

市平均通過率県平均通過率観 点 別 校内通過率

7

問題内容別

出題
学年

内容領域別設問

5

1

2

(2)

11

12

計

平均
通過率

67.9% 69.0%
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問１１ 第１学年「対話文の文脈に合う応答の表現」 【基礎・基本】

平均通過率

市 県 差
４１.４％ ４１.８％ －０.４

指導のポイント
平均通過率が県を下回り、５割に届いていない。空欄に当てはまる応答を、前後にある英

文だけでなく、対話文全体の場面状況から判断し、適切な英語を補って表現することが求め
られている。実際のコミュニケーションの場面に即した言語活動を展開するなど、既習事項
の活用や伝え合う活動を継続的に行い、繰り返し活用する機会を設定することが必要である。

(ｲ) 大問１２ 第１学年「自己紹介文の作成」 【思考・表現３】

平均通過率

市 県 差

４１.３％ ４５.０％ －３.７

指導のポイント
与えられた「自己紹介メモ」に沿って、文と文とのつながりなどに注意してまとまりのあ

る英文を書くことはできているが、語や文法上の誤りが見られる。授業の内容に即して、基
本的な語や文法事項等を活用するのに十分な量の英語で自分の考えや気持ちなどを書き表す
機会を増やし、ＡＬＴを活用して添削をするなど指導の工夫が求められる。
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大
問

中
問

小
問

基
礎
・
基
本

思考
・
表現

聞
く
こ
と

話
す
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

表
現

理
解

言語
や文
化に
つい
ての
知
識・
理解

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

1 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ 59.6% 0.1% 60.7% 0.2%
　教室英語を正しく聞き取り，適切な
絵を選ぶことができるか。

2 (2) 中２ ○ ○ ○ ○ 93.1% 0.0% 93.3% 0.1%
　日常的な話題に関する英語を正しく
聞き取り，適切な絵を選ぶことができ
るか。

3 (3) 中２ ○ ○ ○ ○ 94.4% 0.1% 94.5% 0.1%
　日常的な話題に関する対話を正しく
聞き取り，適切な絵を選ぶことができ
るか。

4 2 中２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 95.9% 0.1% 95.9% 0.1%
　まとまりのある英語を聞いて，話の
概要を理解することができるか。

5 3 中２ 思・表
１

○ ○ ○ ○ 51.1% 0.2% 55.0% 0.2%
　まとまりのある英語を聞いて，必要
な情報を理解することができるか。

6 4 中２ 思・表
１

○ ○ 39.8% 27.6% 41.8% 27.2%
　聞いて把握した内容について，適切
に応じることができるか。

7 ① 中１ ○ ○ ○ ○ 77.4% 0.2% 80.4% 0.2%
　英文を読んで指示語の表す内容を正
しく選択することができるか。

8 ② 中１ ○ ○ ○ ○ 77.4% 0.2% 78.4% 0.2%
　英文を読んで正しい接続詞を選択す
ることができるか。

9 ① 中１ ○ ○ ○ ○ 57.6% 0.2% 56.2% 0.2%
　文と文のつながりに注意して，適切
な英文を選択することができるか。

10 ② 中１ ○ ○ ○ ○ 68.3% 0.3% 71.9% 0.3%
　文と文のつながりに注意して，適切
な英文を選択することができるか。

11 (1) 中２ ○ ○ ○ ○ 50.7% 0.2% 55.4% 0.3%
　英文を読んで内容を正確に読み取
り，適切な語を選択することができる
か。

12 (2) 中２ ○ ○ ○ ○ 66.7% 0.2% 67.4% 0.2%
　英文を読んで内容を正確に読み取
り，適切な絵を選択することができる
か。

13 中２ ○ ○ ○ ○ 72.3% 0.8% 73.5% 1.0%

14 中２ ○ ○ ○ ○ 48.1% 0.9% 50.8% 1.0%

15 (1) 中２ 思・表
２

○ ○ 72.6% 0.8% 75.1% 1.0%
　英文を読んで各段落の概要を理解す
ることができるか。

16 (2) 中２ 思・表
２

○ ○ 47.7% 0.9% 50.7% 1.0%
　英文の要点を理解して正しい語句を
選択することができるか。

17 (1) 中２ 思・表
２

○ ○ 52.5% 1.5% 55.0% 1.7%
　英文を正しく読み取り，内容を正し
く選ぶことができるか。

18 (2) 中２ 思・表
２

○ ○ 62.1% 15.8% 65.4% 15.4%
　自分の考えを示すことができるよ
う，話の内容を捉えることができる
か。

19 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 70.9% 0.5% 72.8% 0.6%
　be動詞を用いた否定文の正しい語順
を答えることができるか。

20 (2) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 65.6% 0.4% 68.9% 0.4%
　What＋名詞を用いた疑問文の正しい
語順を答えることができるか。

21 (3) 中２ ○ ○ ○ ○ ○ 56.2% 0.6% 62.5% 0.6%
　二つの目的語をとる動詞の用法を理
解し，正しい語順を答えることができ
るか。

22 (4) 中２ ○ ○ ○ ○ ○ 42.4% 0.6% 47.7% 0.6%
　不定詞の形容詞的用法を理解し，正
しい語順を答えることができるか。

23 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 33.4% 9.6% 36.9% 10.4%

24 (2) 中２ ○ ○ ○ ○ ○ 43.6% 13.8% 45.5% 14.1%

25 思・表
３

○ ○ 58.8% 8.4% 60.6% 9.4%

26 思・表
３

○ ○ 28.4% 8.5% 26.1% 9.5%

問題数 18 8 6 8 12 8 10 18 18

出題
割合

69.2% 30.8% 23.1% 30.8% 46.2% 30.8% 38.5% 69.2% 69.2%

65.2% 51.6% 3.6% 67.4% 53.7% 3.7%

　与えられたテーマについて，文と文
のつながりなどに注意してまとまりの
ある英文を書くことができるか。

11

(5)　中学校第２学年（英語）

　ア　各設問の分類と平均通過率　　※　分析の際に着目したい設問に黄色で着色している。

6

(2)

7

8

設問 内容領域別

(3)

1

5

9

10

出題
学年

問題内容別

出題の意図

市平均通過率観 点 別 県平均通過率 校内通過率

　グラフの内容を正しく表す英文を選
択することができるか。

　対話文中の空所に当てはまる応答を
文脈から判断し，適切な英語を用いて
表現できるか。

(1)

中１・２

計

平均通過率

61.0% 63.2%
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イ 特に課題のあった設問

(ｱ) 大問４ 第２学年「聞いて把握した内容への英語での適切な応答」 【思考・表現１】

（放送された英文）

I have a friend in Australia. His name is Andy. Andy is a junior high school student, too.
He will come to our school next week. Let`s do something with him at school. What do you
want to do with him ?

平均通過率 無解答率

市 県 差 市 県 差

４１.８％ ３９.８％ ２.０ ２７.２％ ２７.６％ －０.４

指導のポイント

県・市ともに平均通過率が低く、無解答率がかなり高い。提案された状況や質問内容を聞

き取り、限られた時間で自分の考えを適切に表現することが求められている。

教師やＡＬＴがモデルとなり、日常的な話題やまとまりのある英語を聞いたり読んだりし

て理解したことについて、基本的な表現を用いた即興的な対話を生徒と行い、その後、生徒

同士でやり取りに取り組ませるなど、生徒が英語で自分の考えや気持ちを伝え合う言語活動

を継続的に行う取組が必要となる。

(ｲ) 大問１１ 第２学年「与えられたテーマに沿った英作文」 【思考・表現３】

平均通過率 無解答率

市 県 差 市 県 差

２６.１％ ２８.４％ －２.３ ９.５％ ８.５％ １.０

指導のポイント

平均通過率が３割に満たない状況で、県よりも低く、無解答率についても県よりも高い。

基本的な語や文法事項等の知識を活用することに課題があり、与えられたテーマについて相

手に伝わるまとまりのある英語で表現することができていない。

ペアやグループで自分の考えや気持ちを伝え合うなどする中で、書く内容を明確にしてい

く活動を行い、書いた後の言語活動では、相手に正しく伝わる文章になっているか、生徒同

士で書いたものを読み合い、内容について質問したり、伝え方についてコメントを述べたり

して、やり取りした内容を参考に推敲する活動などが求められる。

-41-



※　平成30年度と令和元年度の結果が比較できる設問のみ、それぞれの結果を示している。

1

県 県 県
H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元
25.0% 43.9% 40.3% 41.1% 56.9% 55.1% 43.3% 62.6% 59.6%
11.0% 16.3% 17.5% 9.7% 13.5% 15.9% 8.8% 10.5% 13.5%
12.0% 13.1% 15.6% 4.9% 5.6% 6.4% 3.7% 3.2% 3.6%
10.5% 10.5% 11.4% 7.1% 6.6% 5.8% 4.0% 4.1% 3.6%
14.5% 16.1% 15.1% 14.9% 17.3% 16.7% 16.3% 19.6% 19.4%

2

県 県 県
H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元

①　先生の説明を聞く。 47.4% 47.7% 46.7% 73.8% 67.3% 68.6% 77.4% 78.2% 75.7%

②　学習の手順や方法を考える。 21.8% 18.7% 19.1% 13.4% 12.9% 13.6% 14.3% 13.0% 13.6%

③　課題について、調べ学習をする。 11.9% 10.0% 11.2% 9.2% 10.8% 1.0% 9.5% 8.2% 9.5%

④　自分でじっくり考える。 14.9% 19.9% 19.1% 16.8% 22.5% 22.0% 18.1% 20.2% 21.0%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 43.1% 45.3% 45.4% 33.5% 39.0% 35.8% 34.9% 29.2% 29.1%
⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 27.5% 25.0% 25.8% 30.4% 24.1% 25.0% 28.4% 32.2% 31.2%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 9.4% 10.7% 9.7% 5.4% 7.1% 6.8% 4.6% 5.5% 5.2%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 23.6% 22.5% 22.6% 16.7% 16.1% 1.2% 12.5% 13.1% 14.0%

県 県 県
H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元

①　先生の説明を聞く。 40.9% 43.8% 40.4% 81.1% 73.1% 71.1% 85.2% 79.3% 77.3%

②　学習の手順や方法を考える。 10.7% 10.9% 11.1% 11.6% 8.9% 9.2% 13.0% 10.0% 9.7%

③　課題について、調べ学習をする。 47.1% 44.0% 40.9% 26.8% 30.2% 32.4% 31.8% 26.7% 28.3%

④　自分でじっくり考える。 16.2% 19.4% 19.1% 20.7% 22.8% 21.9% 21.1% 19.8% 21.0%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 12.8% 14.0% 13.4% 7.6% 10.5% 9.0% 8.4% 9.5% 9.4%
⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 18.3% 15.9% 18.4% 23.1% 24.8% 25.6% 19.8% 33.3% 30.1%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 41.0% 40.1% 44.0% 15.4% 18.3% 19.4% 10.3% 11.6% 13.4%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 12.4% 11.6% 12.2% 12.8% 11.1% 11.2% 10.2% 9.5% 10.2%

県 県 県
H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元

①　先生の説明を聞く。 44.2% 40.7% 38.4% 66.4% 58.5% 56.9% 69.9% 65.5% 61.0%
②　学習の手順や方法を考える。 23.8% 25.4% 24.9% 24.9% 27.6% 26.0% 25.6% 25.1% 24.7%

③　課題について、調べ学習をする。 8.0% 6.2% 7.3% 5.9% 4.7% 5.7% 6.3% 4.7% 5.4%

④　自分でじっくり考える。 47.7% 52.6% 51.9% 46.7% 53.8% 53.1% 46.0% 49.0% 49.4%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 11.5% 10.6% 10.5% 3.6% 3.8% 3.8% 3.0% 3.7% 3.8%
⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 25.1% 27.9% 29.9% 30.8% 30.9% 33.5% 31.7% 34.7% 36.9%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 6.3% 7.5% 7.3% 4.1% 5.3% 5.3% 3.3% 3.7% 4.6%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 32.7% 28.8% 29.4% 16.9% 15.2% 15.6% 13.8% 13.2% 13.4%

県 県 県
H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元

①　先生の説明を聞く。 50.8% 52.2% 50.6% 72.3% 67.0% 67.3% 79.5% 78.0% 76.0%
②　学習の手順や方法を考える。 22.7% 25.7% 25.0% 21.9% 25.5% 24.9% 22.6% 19.9% 20.0%

③　課題について、調べ学習をする。 24.6% 21.5% 22.4% 19.0% 18.7% 19.4% 17.5% 16.3% 16.9%

④　自分でじっくり考える。 15.1% 18.0% 18.8% 12.7% 16.2% 17.1% 15.7% 19.0% 18.8%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 11.6% 9.5% 10.0% 7.9% 7.2% 6.6% 5.5% 6.8% 6.5%
⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 41.8% 40.8% 39.3% 45.6% 43.4% 43.8% 43.7% 42.9% 43.6%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 8.9% 9.5% 9.7% 7.9% 10.3% 9.6% 6.3% 6.5% 7.1%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 23.9% 22.4% 23.8% 12.1% 11.4% 10.9% 9.0% 10.2% 10.4%

県 県 県
H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元

①　先生の説明を聞く。 70.8% 70.2% 68.7% 72.5% 69.5% 66.7%
②　学習の手順や方法を考える。 10.0% 9.9% 10.3% 10.2% 8.3% 9.4%

③　課題について、調べ学習をする。 5.5% 6.1% 6.7% 6.6% 5.0% 5.3%

④　自分でじっくり考える。 16.6% 19.3% 20.6% 13.9% 19.0% 20.2%

⑤　自分の考えを文章にまとめる。 3.8% 5.0% 5.1% 4.9% 6.7% 7.6%
⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 49.8% 46.6% 43.8% 50.1% 52.3% 50.5%

⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 3.7% 3.5% 3.7% 3.0% 3.2% 3.2%

⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 39.2% 39.2% 40.8% 38.6% 35.6% 36.3%

小５ 中１ 中２
市 市 市

　あなたが自分で計画を立てて勉強している内容は、どんなものが多いですか。

Ⅳ　児童生徒質問紙調査の結果

　日頃の授業では、どんな活動をすることが多いですか。教科ごとに多い順に二つずつ選んでください。

小５ 中１ 中２
市 市 市

①　教科書や問題集の練習問題をする。

②　教科書や参考書の文章や図、グラフなどを書き写す。

③　自分でテーマを決めて調べ学習をする。

④　次の時間の予習をする。

⑤　計画を立てて学習していない。

小５ 中１ 中２
市 市 市

国語

小５ 中１ 中２
市 市 市

小５ 中１ 中２
市 市 市

小５ 中１ 中２
市 市 市

社会

英語

理科

算数
数学
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3

県 県 県
H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元

17.2% 19.3% 32.2% 8.8% 10.1% 9.9% 7.9% 7.1% 7.6%

55.5% 52.9% 48.4% 48.0% 46.3% 47.6% 43.5% 43.2% 43.9%

23.0% 23.0% 16.2% 36.3% 35.7% 35.2% 39.3% 39.7% 38.9%

4.2% 4.8% 3.2% 6.8% 7.9% 7.3% 9.2% 9.9% 9.3%

72.7% 72.2% 80.5% 56.8% 56.4% 57.5% 51.4% 50.4% 51.5%

県 県 県
H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元

41.5% 44.1% 39.8% 42.0% 45.5% 45.3% 37.5% 42.6% 43.8%

46.4% 44.6% 46.7% 47.5% 45.4% 46.0% 49.8% 48.0% 47.5%

10.2% 9.8% 11.5% 8.8% 7.8% 7.4% 10.4% 7.9% 7.1%

1.8% 1.5% 1.9% 1.6% 1.4% 1.3% 2.2% 1.4% 1.4%

87.9% 88.7% 86.5% 89.5% 90.9% 91.3% 87.3% 90.6% 91.3%

県 県 県
H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元

36.3% 33.5% 34.5% 26.5% 28.9% 28.9% 22.9% 24.7% 25.7%

48.3% 49.9% 49.7% 55.0% 54.5% 55.2% 55.9% 56.7% 57.6%

13.0% 14.3% 13.6% 15.7% 14.2% 13.9% 18.2% 16.1% 14.1%

2.2% 2.3% 2.1% 2.7% 2.4% 2.0% 2.9% 2.5% 2.3%

84.7% 83.4% 84.2% 81.5% 83.4% 84.1% 78.9% 81.4% 83.3%

県 県 県
H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元

51.6% 53.8% 53.5% 43.7% 48.1% 47.8% 39.9% 43.1% 43.0%

31.4% 30.1% 30.7% 39.1% 35.6% 36.5% 42.1% 40.6% 41.2%

12.9% 12.7% 12.3% 13.3% 12.8% 12.4% 14.2% 13.0% 12.5%

4.0% 3.3% 3.3% 3.7% 3.5% 3.2% 3.8% 3.3% 3.0%

83.0% 83.9% 84.3% 82.8% 83.7% 84.3% 82.0% 83.7% 84.2%

県 県 県
H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元 H30 Ｒ元 Ｒ元

56.7% 55.9% 55.2% 51.8% 54.2% 52.8% 46.2% 47.8% 48.7%

32.2% 33.9% 34.1% 38.4% 36.2% 38.0% 41.8% 42.5% 42.2%

8.9% 8.6% 8.8% 7.8% 8.1% 7.8% 9.9% 8.1% 7.4%

2.1% 1.5% 1.8% 1.7% 1.5% 1.3% 2.0% 1.5% 1.3%

88.9% 89.8% 89.3% 90.2% 90.4% 90.8% 88.1% 90.3% 91.0%

4

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元
64.5% 63.3% 64.2%
22.9% 22.8% 21.6%
9.7% 11.3% 10.9%
2.7% 2.5% 2.9%
87.5% 86.1% 85.8%

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元
59.9% 65.9% 70.2%
23.9% 19.6% 17.1%
12.2% 11.3% 9.2%
3.8% 3.0% 3.1%
83.8% 85.6% 87.3%

①　とてもやりがいを感じる。

②　やりがいを感じる。

③　あまりやりがいを感じない。

④　やりがいを感じない。

①と②の和

(2)　自分たちで考えたり話し合ったりする授業

　あなたは、次のような授業で学んでいて、どのように感じますか。

(1)　先生の説明の時間が多い授業（H30：先生がくわしく説明してくれる授業）

小５ 中１ 中２
市 市 市

①　とてもやりがいを感じる。

②　やりがいを感じる。

③　あまりやりがいを感じない。

④　やりがいを感じない。

①と②の和

(3)　自分たちが発表したり、友達の発表を聞いたりすることが多い授業

小５ 中１ 中２
市 市 市

①　とてもやりがいを感じる。

②　やりがいを感じる。

③　あまりやりがいを感じない。

④　やりがいを感じない。

①と②の和

(4)　難しい課題に挑戦する授業

小５ 中１ 中２
市 市 市

①　とてもやりがいを感じる。

②　やりがいを感じる。

③　あまりやりがいを感じない。

④　やりがいを感じない。

①と②の和

(5)　自分たちで調べて、課題を解決する授業

小５ 中１ 中２
市 市 市

①　とてもやりがいを感じる。

②　やりがいを感じる。

③　あまりやりがいを感じない。

④　やりがいを感じない。

①と②の和

小５ 中１ 中２
市 市 市

  あなたの学級では、授業のめあて（学習目標）を立てていますか（教科ごとに選択）。

国語
小５ 中１ 中２

市 市 市
Ｒ元 Ｒ元

③　あまりしていない。 10.7% 10.4% 13.7%
④　していない。 2.7% 2.6% 3.8%

Ｒ元
①　よくしている。 62.9% 63.7% 59.3%
②　どちらかといえばしている。 23.5% 23.3% 23.0%

市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

①　よくしている。 59.0% 63.3% 67.3%

①と②の和 86.4% 87.0% 82.3%

社会
小５ 中１ 中２

市 市

④　していない。 4.1% 3.7% 3.8%
①と②の和 83.3% 84.1% 85.6%

②　どちらかといえばしている。 24.3% 20.9% 18.4%
③　あまりしていない。 12.5% 12.1% 10.4%
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県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元
68.1% 62.6% 68.4%
20.6% 23.3% 20.0%
8.4% 11.0% 8.7%
2.7% 3.1% 2.6%
88.7% 85.9% 88.4%

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元
54.7% 56.4% 61.4%
26.3% 25.4% 22.4%
13.3% 14.0% 12.4%
5.5% 4.1% 3.6%
81.0% 81.7% 83.7%

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

52.9% 52.0%
28.1% 28.2%
15.1% 15.1%
3.8% 4.4%
81.0% 80.2%

5

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元
42.6% 38.7% 39.7%
34.5% 36.2% 35.7%
18.1% 20.8% 20.0%
4.6% 4.2% 4.3%
77.2% 75.0% 75.4%

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元
34.7% 36.0% 35.0%
36.7% 36.9% 36.4%
22.3% 22.4% 22.8%
6.1% 4.6% 5.5%
71.4% 72.9% 71.4%

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元
44.6% 33.8% 35.8%
33.5% 38.3% 37.8%
17.3% 23.2% 21.3%
4.5% 4.6% 4.8%
78.1% 72.1% 73.6%

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元
41.2% 34.0% 34.3%
33.7% 37.9% 38.5%
18.8% 23.1% 21.6%
6.1% 5.0% 5.2%
74.9% 71.8% 72.8%

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

35.1% 34.7%
38.3% 38.7%
21.6% 21.3%
4.9% 4.9%
73.4% 73.4%

算数・数学
小５ 中１ 中２

市 市 市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

③　あまりしていない。 9.0% 12.0% 10.0%
④　していない。 3.0% 3.8% 3.3%

①　よくしている。 66.1% 60.8% 65.3%
②　どちらかといえばしている。 21.8% 23.3% 21.3%

市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

①　よくしている。 51.8% 55.1% 58.1%

①と②の和 87.9% 84.1% 86.6%

理科
小５ 中１ 中２

市 市

④　していない。 5.7% 5.1% 4.8%
①と②の和 80.5% 80.5% 80.6%

②　どちらかといえばしている。 28.7% 25.4% 22.5%
③　あまりしていない。 13.6% 14.4% 14.4%

外国語
小５ 中１ 中２

市 市 市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

③　あまりしていない。 16.6% 15.4%
④　していない。 4.3% 5.5%

①　よくしている。 49.8% 48.7%
②　どちらかといえばしている。 29.2% 30.2%

①と②の和 79.0% 78.9%

  授業の始めに、学習の流れを確認していますか（教科ごとに選択）。

国語
小５ 中１ 中２

市 市 市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

①　よくしている。 40.7% 38.5% 37.8%

④　していない。 4.8% 4.3% 4.7%
①と②の和 76.2% 75.0% 74.8%

②　どちらかといえばしている。 35.5% 36.5% 37.0%
③　あまりしていない。 18.9% 20.6% 20.3%

社会
小５ 中１ 中２

市 市 市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

③　あまりしていない。 22.6% 23.0% 21.7%
④　していない。 6.4% 5.1% 5.9%

①　よくしている。 33.3% 35.8% 36.4%
②　どちらかといえばしている。 37.5% 36.1% 35.8%

市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

①　よくしている。 41.6% 32.7% 35.8%

①と②の和 70.9% 71.9% 72.2%

算数・数学
小５ 中１ 中２

市 市

④　していない。 5.1% 5.3% 5.8%
①と②の和 76.2% 71.3% 72.9%

②　どちらかといえばしている。 34.6% 38.6% 37.0%
③　あまりしていない。 18.6% 23.4% 21.2%

理科
小５ 中１ 中２

市 市 市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

③　あまりしていない。 19.3% 23.7% 21.2%
④　していない。 7.1% 5.3% 6.6%

①　よくしている。 39.2% 34.3% 34.7%
②　どちらかといえばしている。 34.3% 36.7% 37.3%

①と②の和 73.5% 71.0% 72.0%

外国語
小５ 中１ 中２

市 市

②　どちらかといえばしている。 38.5% 39.2%
③　あまりしていない。 22.1% 20.7%

市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

①　よくしている。 34.0% 34.5%

④　していない。 5.4% 5.5%
①と②の和 72.4% 73.7%
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6

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元
41.2% 32.8% 31.4%
31.1% 32.9% 32.7%
21.5% 27.1% 27.9%
6.1% 7.1% 7.8%
72.3% 65.7% 64.0%

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元
48.3% 45.9% 41.2%
28.3% 29.0% 28.8%
17.3% 19.2% 22.5%
5.9% 5.7% 7.2%
76.6% 75.0% 69.9%

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元
57.6% 38.4% 38.0%
25.5% 33.0% 33.4%
12.7% 22.4% 21.8%
4.1% 6.1% 6.4%
83.0% 71.4% 71.4%

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元
45.3% 38.2% 39.6%
29.4% 32.4% 31.4%
17.9% 22.7% 22.0%
7.2% 6.6% 6.7%
74.7% 70.5% 71.0%

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

31.2% 28.6%
34.5% 34.4%
26.3% 28.2%
7.9% 8.4%
65.7% 63.1%

7

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元
24.4% 44.9% 52.5%
24.2% 20.6% 17.1%
51.2% 34.3% 30.1%

8

県 県 県
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元
9.7% 6.8% 5.7%
14.8% 11.7% 9.5%
23.2% 20.3% 18.7%
25.2% 29.0% 30.2%
13.0% 17.5% 20.2%
6.3% 7.5% 8.4%
3.6% 3.3% 3.2%
4.1% 3.8% 3.8%
52.2% 61.1% 65.9%

  授業の終わりに学習内容を振り返る活動（ノートにまとめたり、考えたことを整理したりするなど）を行っていますか
（教科ごとに選択）。

国語
小５ 中１ 中２

市 市 市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

①　よくしている。 38.7% 30.1% 29.2%

④　していない。 6.4% 8.3% 9.3%
①と②の和 70.4% 63.3% 61.6%

②　どちらかといえばしている。 31.7% 33.1% 32.4%
③　あまりしていない。 23.1% 28.4% 28.9%

社会
小５ 中１ 中２

市 市 市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

③　あまりしていない。 18.2% 18.6% 23.0%
④　していない。 6.6% 6.5% 8.0%

①　よくしている。 46.2% 45.5% 41.1%
②　どちらかといえばしている。 28.8% 29.5% 27.7%

市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

①　よくしている。 55.0% 35.8% 34.5%

①と②の和 74.9% 74.9% 68.8%

算数・数学
小５ 中１ 中２

市 市

④　していない。 4.2% 7.2% 8.1%
①と②の和 82.3% 69.3% 68.6%

②　どちらかといえばしている。 27.2% 33.5% 34.0%
③　あまりしていない。 13.3% 23.4% 23.1%

理科
小５ 中１ 中２

市 市 市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

③　あまりしていない。 18.8% 22.4% 21.1%
④　していない。 7.9% 7.3% 7.5%

①　よくしている。 43.4% 38.2% 40.2%
②　どちらかといえばしている。 29.8% 32.0% 31.1%

①と②の和 73.1% 70.2% 71.3%

外国語
小５ 中１ 中２

市 市

②　どちらかといえばしている。 33.8% 34.9%
③　あまりしていない。 27.5% 29.6%

市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

①　よくしている。 29.5% 25.5%

　あなたはスマートフォンをもっていますか。

小５ 中１ 中２

④　していない。 9.2% 9.8%
①と②の和 63.3% 60.4%

①　自分専用のものをもっている。 25.3% 46.2% 53.3%
②　家族で共用のものをもっている。 23.8% 19.6% 16.1%

市 市 市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

市 市 市
Ｒ元 Ｒ元 Ｒ元

③　もっていない。 50.8% 34.1% 30.4%

　インターネット（スマートフォン、ゲーム、ＳＮＳなど）を１日当たりどれくらいの時間していますか。

小５ 中１ 中２

③３０分以上１時間より少ない。 23.5% 20.4% 18.4%
④１時間以上２時間より少ない。 25.6% 29.0% 30.1%

①していない。 8.8% 6.3% 5.0%
②３０分より少ない。 14.2% 12.1% 9.6%

④～⑧の和（1時間以上） 53.4% 61.2% 66.9%

⑦４時間以上５時間より少ない。 4.0% 3.0% 3.4%
⑧５時間より多い。 4.5% 4.0% 4.0%

⑤２時間以上３時間より少ない。 13.0% 17.6% 20.6%
⑥３時間以上４時間より少ない。 6.4% 7.6% 8.8%
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Ⅴ 本調査問題等の活用

単元末の評価問題、定期考査の問題、授業の学習問題、家庭学習の課題として活用

(1) 「かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステム 単元・領域別評価問題」の活用

問題は、ワープロソフトで作成されているため、問題を改変したり、部分的に活用したりす

ることができます。学習内容の定着、見届けに活用しましょう。

採点結果は、Ｗｅｂシステムに入力することで正答率や度数分布を確認することができます。

≪平成３０年１０月に配布された

ＣＤ－ＲＯＭ≫

県教育委員会が、学習定着度調査等の結果を踏まえ、当該年度の課題を改善するための取組とし

て、「学校全体で取り組む学力向上」、「演習問題一覧表」を作成し、本市教育委員会より、各学校

にデータを配布してあります（令和２年２月３日付け「学力向上に向けた取組の更なる充実につい

て（依頼）」）。
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(2) 過去の学力調査等の活用

Ｗｅｂシステムの『教材集』にある「義務教育課 各種調査単元・領域別分類表のＷｅｂ掲載

について（2019年12月25日）」に、以下の学力調査等の過去１０年間分の『分類・整理表』が掲

載されています。鹿児島学習定着度調査等の問題が、どの学年のどの単元（指導事項）に対応し

ているか、一覧で示されています。単元・題材に応じて計画的に活用すると効果的です。

また、各教科年間指導計画への記録を行うなども効果的です。

「鹿児島県学力調査（「基礎・基本」定着度調査、鹿児島学習定着度調査）」 （Ｈ２０～２９）

「全国学力・学習状況調査」 （Ｈ２１～３０）

「鹿児島県公立校等学校入学者選抜学力検査」 （Ｈ２１～３０）

《分類・整理表》

《本調査を生かした年間指導計画例》（Ｒ元年度 県教育委員会報告書より）

指導事項の定着

を確認する単元の

ゴールの一つとし

て、活用してみる

のもいいですね。

よりよい授業

を構想するため

に、ＰＤＣＡサ

イクルを繰り返

し、改善してい

くことが有効で

すね。
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